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1 土境 1人骨出土状況

2 土境 5人骨出土状況



序

津山市は岡山県の北部に位置 し、人 口約 10万人の歴史 。文化の薫る城下町で

あ ります。現在の市街地は、慶長 8(1603)年に美作 18万 6500石 を領 して入

封 した森忠政によつて整備 された城下町を基盤 としてお ります。

津山の歴史を紐解きます と、戦後間もなく調査 され、遺跡公園として整備 さ

れた沼弥生住居址群、美作最大の前方後円墳である美和山 1号墳など多 くの遺

跡が存在 してお ります。 さらに和釦 6(713)年 に美作国ができます と国府が置

かれ、その後も江戸時代の終わ りまで国の中心 として機能 してお りました。

このため、市内には多 くの文化財 。歴史遺産が見 られます。特に出雲往来沿

いにある城下町については、戦災にあっていないこともあり、古い町並みが良

く残つてお ります。平成 25年には城東地区が重要伝統的建造物群保存地区に樫

定され、今後の保存活用が期待 されるところであ ります。

さて、今回の発掘調査でございますが、永年の懸案でありましたごみ処理施

設であるクリーンセンター建設に伴 うものであ ります。建設予定地内では、複

数の遺跡が確認 され、弥生時代の集落や墳墓などが調査 されました。特に弥生

時代の貯蔵穴か ら人骨が出土 した事例は、前例がほとんど無い発見でありまし

た。

本書は、これ らの調査成果をまとめたものであります。小冊子ではありますが、

今後の美作地域の歴史研究の一助になれば幸いであります。

最後にな りましたが、発掘調査から報告書作成にいたるまで、お世話にな り

ました津山圏域資源循環施設組合ならびに関係各位に対 し、厚 く御礼申し上げ

ます。

平成 27年 3月 19日

津山市教育委員会

教育長 田 村 芳 倫



例 言

1 本書は、津山圏域クリーンセンター建設事業に伴い、津山市教育委員会が津山圏域資

源循環施設組合の依頼を受け、発掘調査を実施 した、畔田遺跡・追坊師A遺跡・黒岩

遺跡 。追坊師 B遺跡・城 山遺跡の発掘調査報告書である。

2 畔田遺跡は津山市領家 14H lほ か、追坊師A遺跡は津山市領家 13781、 黒岩遺跡は

津山市領家 712、 追坊師 B遺跡は津山市領家 13781、 城山遺跡は津山市領家 1446に

所在す る。

3 試掘、確認調査は、平成 22年 3月 8日 から平成 24年 7月 2日 まで、仁木康治 。平岡正宏・

豊島雪絵・平井泰明が担当して行つた。

本調査は、平成 23年 9月 26日 から平成 24年 11月 15日 まで、仁木・豊島・平井・仲井寛明

が担当して実施 した。調査面積は 10,550ポ である。

4 本書の執筆は、小郷利幸・仁木 。豊島・平井・宮崎絢子が担当 して実施 した。文責は

それぞれ文末に記 している。全体の編集は平井が行つた。

5 人骨鑑定は、パ リノ・サー ヴェイ株式会社に委託を行つた。

第 9章第 3節及び図版 56は 、同社が執筆及び作成 した。

6 本書に関連する出土遺物及び図面・写真は、津山弥生の里文化財センター (岡 山県津山市

沼 600-1)に 保管 している。



凡 例

1 本報告書に用いた高度値は標高である。

2 方位は平面直角座標第V系 の座標北である。

3 本報告書に掲載 した遺構及び遺物の縮尺は次のとおりとしているが、例外もあるため

図ごとに縮尺率を明記 している。

遺構 :1/40  遺物 :1/4

4 掲載遺1物番号については、遺跡ごとに土器、金属製品など分けて通し番号を付け、土

器以外については次の略号を番号の前に付 している。

金属製品 :M

5 本書で使用 した時代区分は、一般的な政治史区分に準拠し、必要な場合には世紀などを

併用した。

6 畔田遺跡については、遺構の場所を示すために、lomご とにX軸では北から順番に 1～ 8

を、Y軸では西から東にA～Gを付 した。 (第 5章 畔田遺跡 第 2図凛び第 3図 を参照)

名称は、北西隅を基準に例えば、4B区のように呼んでいる。

7 まとめは各章ごと (遺跡ごと)に記載した。
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第 1章 発掘調査及び報告書作成の経緯と経過

第 1節 調査に至る経緯

1 ク リーンセンター建設に至る経緯

津山市には、市内小桁にごみ処理施設 (昭和 51年建設)が あ り、補修をおこないなが ら

現在 も稼働 している。ただこれ ら施設の耐用年数は 20～ 25年 と言われてお り、すでに耐

用年数を超 えている事は否めず、新たな施設を建設する事が急務であつた。 このような事

態は周辺の町村でも同様であった。

平成 10年 3月 に岡山県が 「岡山県ごみ処理広域化計画」を策定 したのを うけ、同年 12

月 1こ 20の市町村で津山ブロックごみ処理広域化対策協議会を設立 した。その後市町村合併

もあ り、平成 19年 3月 策定の 「新岡山県ごみ処理広域化計画」に基づき、津山ブロック 7

市町村 (津 山市・美作市・鏡野町 。勝央町・奈義町・美咲町・西栗倉村)で、基本計画の策定、

候補地の選定を行 う事 となつた。

本市では早い段階で、市内東部の綾部地区が建設の候補地 としてあがつていたが、根強

い反対や多額な用地・補償費が必要など事業を進めるにあたつての問題点があ り、平成 18

年に候補地が取 りやめとなつた。その後候補地の公募が平成 18年 9月 から開始 され、平成

19年 5月 には候補地が領家、為本ほか、安井地区に絞 られ、同年 6月 に市内西部の領家地

区に決定 した。

平成 20年 5月 には新クリーンセンター施設配置案 (第 2図 )も 決定 した事を受け、建設

予定地内の埋蔵文化財の取 り扱いについて、担当部署 との協議にはいる事 となつた。

なお、平成 21年 1月 には、美作市 と西粟倉村が津山ブロック協議会か ら脱会 し、同年 4

月には残 る 5市町 (津 山市 。鏡野町 。勝央町 。奈義町・美咲町)で、津山圏域資源循環施

設組合が設立 された。

2 試掘・確認調査の経緯 と経過

津山市領家地区の約 30haの 建設予定地内に、周知の遺跡 として知 られていたのは、黒岩

1・ 5。 6号墳、野面羅遺跡 (追坊師 B遺跡)だ けであつた (第 2章 第 1図 )。 これ ら周

知の遺跡については出来る限 り現状保存を求める一方 (黒岩 1・ 5。 6号墳については現

状探存 )、 遺跡の見 られない部分について、地形図を見なが ら現地を踏査 した結果、集落遺

跡の存在 しそ うな緩やかな丘陵が多 く見 られた。特にこの領家地区周辺には、中国自動車

道建設などで弥生時代から古代にかけての遺跡 (領家遺跡 。宮尾遺跡・久米廃寺など)がす

でに調査 され各時代の遺跡が集 中して見 られる事や、隣接する鏡野町郷地区にも古墳など

多 くの遺跡が知 られている事などか ら、確認調査の必要性を担当部署に説明 し、実施す る

運び となつた。

確認調査必要箇所は建設予定地内に 7箇所あり、これ らをA～ G地 区と呼称 した。(表 1、

第 4章第 2節第 3図 )調査予定地はすべて丘陵で樹木が繁茂 してお り、そのままでは確認
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調査にはいる事ができない。 このため、確

認調査範囲を現地に設定 し、その部分の樹

木の伐採片づけを先行 して行い調査範囲を

確保 した。確認調査は、 B地 区のみ人力で

掘 り下げそれ以外は重機 を使用 して幅 2m

程の トレンチを尾根線 とそれに直交する形

で設定 し、掘削後は人力で遺構の検出を行

った。 この結果、B・ F地 区以外で遺構 。

遺物が検出され、遺跡の範囲が確定された。

これ ら新規発見の遺跡については、新 クリ

ーンセ ンター建設工事によつて削平を余儀

なくされる部分のため、発掘調査で記録保

存を行 う事 となつた。

なお、各地区の確認調査概要は以下のと

お りで、詳細は第 4章をか照 されたい。

また、文化財保護法関係の手続きは、表

島 取  県

―
1/1500000

第 1図 遺跡位置図

2の とお りである。 (小郷 )

表 1 確認調査概要一覧

地区名 (遺跡名 ) 調査期間 確認調査結果 本調査面積

A(畔田遺跡 ) H22.3. 住居・土壊・柱穴等、土師器・須恵器等

出土
3,500ポ

B H22.3 遺構 。遺物無 し

C(追坊師A遺跡 ) H22.3 遺構検出、土師器片出土 900ピ

D(黒岩遺跡) H22.3 遺構検出、須恵器片出土 4,600ピ

E(追坊師B遺跡 ) H22.3 遺構検出、土師器・須恵器片出土 600ピ

F H23.6～ 9 遺構 。遺物無 し

G(城山遺跡 )
H23.6～ 9

H24.5-7 貯蔵穴、弥生土器片出土 950ポ
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埋蔵文化財発掘の通知 (法第 94条 )

遺跡発見の通知 (法第 97条 )

埋蔵文化財発見通知 (法第 100条第 2 頂 )

表 2 文化財保護法に基づく文書一覧

番

　

号

文書番号

日イ寸

種類及び名称 所在地 面積 (∬ ) 目的 通知者 期 間 主な勧告事項

津資組第 329号 散 布 地 集 落

跡・古墳

津山市傾家 7081ほか

ごみ処理揚

建設

津山酪域資源循環施設組合

管理者 宮地昭範

発掘調査

埋蔵文化財試掘 。確認調査の報告

文書番号

日イ寸

周知・周知外 種類及び名称 所在地 面積 (∬ ) 原 因

包蔵地の

有無

報告者 期 間

津教委文第 103号

周知 周知外 集落跡 津山市領家 14111は か

ごみ処理

場建設

有

津山市教育委員会

教育長 口村芳倫

津教生文第 2107号

周知外

集落跡 。その他

の墓

津山市領家 14311ほ か

ご み 処 理

場建設

有

津山市教育委員会

教育長 口村芳倫

番

　

号

文書番号

口付

遼跡の種類 所在地 発見年月 日 発見の事情 土地の所有者

津教委文第 218号

集落跡 津山市領家 14■ 1ほ か 試紀調査

津山圏域資源循緊施設組合

管理者 宮地昭範

津資組第 251号

集落跡 その他の墓 津山市領家 1室 6は か 試掘調査

津山圏域資源循環施設組合

管理者 宮ALEE籠

埋蔵文化財発掘調査の報告 (法第 99条 )

番

　

号

文書番号

日イサ

種類及び名称 所在地 面積 (鷲 ) 原 因 報告者 担 当者 備考

津教生文第 2345号 集落跡・その他

の墓

津山市領家 711ほ

ごみ 処理

場建設

津山市教育委員会

教育長 口村芳倫

仁木廉治・豊島雪絵

平井泰明

番

　

号

文書番号

日イ寸

物件名 鶴土地 出土年月 日 発見者 現保管場所 土地所有者

津教委文第 104号 弥生土器・土師器 須恵器

コンテナ 1箱

津山市領家 14111ほ か

津山市教育委員会

教育長 H村芳倫

津 山弥 生 の 里文

化財センター

津 山圏域 資源循環

施設組合

管理者 宮地昭範

津教生文第 2106号 弥生上器・土師質土器

1袋
津山市領家 1431■ ほか

津山市教育委員会

教育長 口村芳倫

津 山弥 生の 里 文

化財センター

津山圏城資源循環

施設組合

管理者 官地昭範

津教生文第 47号
弥生土器・須恵器 土師器・古銭ほ

か

コンテナ 10箱

津山市顔家 14■ 1ほ か

津山市教育委員会

教育長 口村芳倫

津 山弥生 の里 文

化財センター

津 山圏域 資源 循環

施設経合

笛理者 宮ltEE範

津教生文第 2854号

弥生土器 須恵器 古人骨ほか

ヨンテナ 10繕
津山市領家 711ほ か

津山市教育委員会

教育長 同村芳倫

津山弥生の里文

化財センター

津Ⅲ囲域資源循緊

施設鯉合

管理者 宮地昭範
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第 2図 新クリーンセンター施設配置図

挿図写真 1 新クリーンセンター建設予定地
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1 畔田遺跡
2 追坊師A遺跡
3 黒岩遺跡
4 追坊師 B遺跡
5 城山遺跡

「

Z

く

り
よ逢

籟

謂

第 3図 新クリーンセンター建設予定地内遺跡分布図
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第 2節 調査の経過と体制

1.調査の経過

平成 22年度か ら平成 23年度にかけて実施 した、クリーンセンター建設予定地内の試掘

及び確認調査の結果を受けて、平成 23年度か ら平成 24年度にかけて、調査員 3名 体制で

発掘調査を行つた。

平成 23年度は、9月 から翌年 3月 にかけて、畔田遺跡・追坊師A遺跡・黒岩遺跡・追坊

師 B遺跡の各遺跡の調査に着手 し、畔田遺跡では弥生時代の貯蔵穴や、古墳時代の住居跡、

古代の掘立柱建物等を検出したが、住居及び掘立柱建物は単独での検出であ り、集落域は

確認 されなかつた。追坊師A遺跡では弥生時代 と奈良時代の溝 を検出したが、検出できた

遺構はごくわずかであ り、遺跡の詳 しい性格は不明であつた。追坊師 B遺跡は奈良時代の

上墳や中世か ら近世にかけての数条の溝を検出したが追坊師A遺跡 と同様に検出できた遺

構はごくわずかであ り、遺跡の詳 しい性格は不明であつた。黒岩遺跡については、表上の

除去 と遺構の検出に努めた。平成 23年度の調査は、浪1量委託などの手続で一部調査を重複

しなが ら行い、畔田遺跡 と追坊師A遺跡の調査を終了 した。

平成 24年度はまず、4月 か ら追坊師 B遺跡の作図作業を行い調査を終了 した。黒岩遺跡

は、遺構検出作業の結果、弥生時代か ら古墳時代にかけての 70以 上の埋葬施設 を確認 し、

この時期の大規模な集団墓地であることが分かつた。なお、黒岩遺跡の成果 を一般に広 く

周知す るため、 7月 7日 には現地説明会を実施 した。その後作図作業を行い、 8月 に黒岩

遺跡の調査を終了 した。 9月 か らは、城 山遺跡の調査に着手 し弥生時代の貯蔵穴 4基等を

検出 した。 この うち 2基 の貯蔵穴か ら人骨が出土 した。

11月 にはすべての調査を終え、現地事務所を撤収 し、現地での作業を終了 した。

2.報告書作成の経過

報告書作成のための整理作業は、平成 23年度か ら平成 26年度にかけて、調査が終了し

た遺跡か ら、津山弥生の里文化財センターで行つた。

なお、担当者相互の意思疎通を図るため、随時整理作業及び報告書作成のための会議を

開催 した。 (平井 )
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3.調査日誌抄

畔田遺跡                 追坊師 B遺跡

平成 23年 9月 26日  調査機材搬入     平成 23年 H月 30日  重機による表土除去

平成 23年 9月 27日  遺構検出作業開始   平成 23年 12月 6日  遺構検出作業開始

平成 23年 12月 20日  空撮実施       平成 24年 1月 31日  空撮実施

平成 23年 12月 21日  測量着手       平成 24年 3月 14日  地形測量実施

平成 24年 2月 21日  地形測量実施     平成 24年 4月 16日  測量着手

平成 24年 3月 13日  現地調査終了     平成 24年 4月 16日  現地調査終了

追坊師A遺跡               城山遺跡

平成 23年 10月 18日  重機による表土除去  平成 24年 5月 16日  重機による表土除去

平成 23年 10月 25日  遺構検出作業開始   平成 24年 9月 24日  遺構検出作業開始

平成 23年 12月 20日  空撮実施       平成 24年 10月 18日  岡山理科大学

平成 24年 1月 10日  測量着手                 富岡教授現地指導

平成 24年 2月 21日  地形測量実施     平成 24年 10月 23日  空撮実施

平成 24年 3月 13日  現地調査終了     平成 24年 10月 29日  測量着手

平成 24年 11月 1日  岡山理科大学

黒岩遺跡                            富岡教授現地指導

平成 23年 11月 9日  調査区の草苅実施   平成 24年 11月 7日  地形測量実施

平成 23年 12月 16日  調査前の地形測量実施 平成 24年 ■月 15日  現地調査終了

平成 24年 1月 20日  遺構検出作業開始

平成 24年 6月 26日  空撮実施

平成 24年 6月 28日  津山市文化財保護委員

視察

平成 24年 6月 29日  測量着手

平成 24年 7月 7日  現地説明会実施

平成 24年 8月 3日  現地調査終了
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4.調査及び整理の体制

平成 21年度 (2009年度 )

津山市教育委員会

教育長

教育次長

文化財課

課長

文化財保護係長

主査

主任

主任

主事

平成 22年度 (2010年度 )

津山市教育委員会

教育長

教育次長

文化財課

課長

文化財保護係長

主査

主査

主任

主事

平成 23年度 (2011年度)

津山市教育委員会

荻育長

生涯学習部長

文化課

課長

主幹 (兼)文化財保護係長

主査

主任

主任

主任

主事

藤田長久

大下順正

行田拾美

/j朔腑可幸

平岡正宏

仁木康治

豊島雪絵

岡時靖史

田村芳倫

今井元子

行田裕美

小郷利幸

平岡正宏

仁木康治

豊島雪絵

岡崎靖史

田村芳倫

行田裕美

赤松直人

小郷利幸

仁木康治

森本千春

豊島雪絵

平井泰明

岡崎靖史

津山弥生の里文化財センター

所長

次長

主査

主任

主任

主事

津山弥生の里文化財センター

所長

次長

主査

主査

主任

主事

津山弥生の里文化財センター

所長

次長

主査

主任

主任

主任

主事

行田裕美

小郷利幸

平岡正宏

仁木康治

豊島雪絵

岡崎靖史

行田裕美

小郷利幸

平岡正宏

仁木康治

豊島雪絵

岡崎靖史

赤松直人

小郷利幸

仁木康治

森本千春

豊島雪絵

平井泰明

岡崎靖史
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平成 24年度 (2012年度 )

津山市教育委員会

教育長

生涯学習部長

文化課

課長

主幹 (兼)文化財保護係長

主査

主任

主任

主任

主事

平成 25年度 (2013年度 )

津山市教育委員会

教育長

生涯学習部長

文化課

課長

主幹 (兼)文化財保護係長

主査

主任

主任

主事

平成 26年度 (2014年度)

津山市教育委員会

教育長

生涯学習部長

文化課

課長

主幹

文化財保護係長

主任

主任

主事

田村芳倫

行田裕美

竹内清起

小郷利幸

仁木康治

森本千春

豊島雪絵

平井泰明

仲井寛明

田村芳倫

行田裕美

谷口善洋

小郷利幸

仁木康治

豊島雪絵

平井泰明

仲井寛明

田村芳倫

松尾全人

谷 口善洋

小郷利幸

仁木康治

豊島雪絵

平井泰明

宮崎絢子

津山弥生の里文化財センター

所長

次長

主査

主任

主任

主任

主事

津山弥生の里文化財センター

所長

次長

主任

主任

主事

津山弥生の里文化財センター

所長

次長

主任

主任

主事

竹内清起

小郷利幸

仁木康治

森本千春

豊島雪絵

平井泰明

仲井寛明

小郷利幸

仁木康治

豊島雪絵

平井泰明

仲井寛明

小郷利幸

仁木康治

豊島雪絵

平井泰明

宮崎絢子
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調査・整理作業

岡千晶 岡崎ゆか り 岸本由紀子 権 田俊朗 田渕千香子 野上恭子 春名博美

賞石和子 宗本節子 (敬称略 アイ ウエオ順 )

発掘作業

発掘作業は、公益社団法人津山市シルバー人材センターにお願い した。作業従事者は下

記の方々である。 (敬称略 アイ ウエオ順 )

(畔 田遺跡 )

石本寛治 稲垣精一 井上信次郎 江田勝 岡田良治 木下益穂 庄司雅雄 田九史

林原一郎 光岡平人郎 宮崎健二 森藤和二郎 薮木正喜 山本栄造 山本満

(追坊師A遺跡 )

石本寛治 稲垣精一 井上信次郎 江田勝 岡田良治 木下益穂 庄司雅雄 田九史

林原一郎 光岡平人郎 宮崎健二 森藤和二郎 薮木正喜 山本栄造 山本満

(黒岩遺跡 )

石 田久志 石本寛治 稲垣精一 井上信次郎 内田英文 江田勝 岡田良治 片岡計介

木下益穂 庄司雅雄 高山尚嗣 竹花修 田渕治平 田丸史 土井鯉喜丸 林原一郎

原 口亘 藤島進 光岡平人郎 宮 ロー也 宮崎健二 森藤和二郎 薮木正喜 山本栄造

山本満 山本洋一

(追坊師 B遺跡 )

石本寛治 稲垣精一 井上信次郎 江田勝 岡田良治 木下益穂 庄司雅雄 田丸史

林原一郎 光岡平人郎 宮崎健二 森藤和二郎 薮木正喜 山本栄造 山本満

(城 山遺跡 )

石 田久志 片岡計介 高山尚嗣 田渕治平 土井鯉喜丸 原 口亘 宮 ロー也 山本洋一

発掘調査か ら報告書作成にあた り、津山圏域資源循環施設組合、岡山県産業労働部企業

立地推進課、津山市クリーンセンター建設事務所、津山市都市建設部及び下記の方々にお

世話なった。記 して厚 くお礼申し上げる。 (敬称略 アイ ウエオ順 )

石田烏成 宇垣匡雅 小椋繁述 可児通宏 狩野久 木村督  日下隆春 河本清

島崎東 杉山知子 頭士倫典 富岡直人 永灌宣子 三好基之

株式会社アークコンサルタン ト 有本観光バス株式会社 株式会社オーエスエー

久米建設株式会社 大和 リース株式会社 株式会社 中電エ フジテクノ有限会社
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第 2章 遺跡及びその周辺の地形と歴史的環境

津山市領家地区は市の西部に位置 し、行政区画 としては北を古田郡鏡野町、南を津山市

久米川南、東を津山市宮尾、西を津山市中北下にそれぞれ接する。地形は、北半分は津山市・

鏡野町境 をなす丘陵性山地か ら南に派生 した樹状の尾根 と深 く狭小な谷で構成 され、南半

分は吉井川支流である久米川 中流域の沖積平野を構成 して久米川に至る。また、谷地形を

利用 して幾つかの溜池が造 られて水 田を潤 している。

この地区に関係する水系は久米川以外にはなく、地区の東端は津山市・鏡野町境か ら南

下す る丘陵性 山地によって区切 られ、西は北半部が山地、南半部は水 田で中北下地区に続

いている。

領家地区か ら北行 して峠を越す と鏡野町郷地区に通 じ、地勢的に隣接する鏡野町か らも

鉄道などがよく利用 されていた とい う。また、地形的な条件か ら、集落は山地の裾部に多

くが分布す るが、近年では平野部に拡大する傾向にある。

以下、この地域の歴史的環境を遺跡の分布を中心に時代別に概観 したい。

縄文時代以前～縄文時代

縄文時代 とそれ以前の生活痕跡は、この地域内では確認 されていない。地区東端の領家

遺跡か ら出上 した打製石斧が旧石器時代に属するとされている (註 1)。 東接す る宮尾遺跡

では縄文晩期、久米川対岸の法事坊遺跡では、縄文後・晩期の土器片が出上 していること

か ら、人が何 らかの形で活動 していたことは想像に難 くない (註 2)。

弥生時代

弥生時代に入 ると、遺跡数 としてはそれな りの増加 をみるが、何れ も小規模で密度その

ものもあま り高 くない。遺跡は、概ね丘陵の頂部か ら南向きの緩斜面に分布す る。遺跡の

規模 としては辰尾池東南遺跡が大きい とみ られるが、発掘調査が行われていないことか ら

詳細は詳 らかではない (註 3)。 また、領家遺跡では弥生時代後期の竪穴住居か ら炭化材や

炭化米が出土 し、当時のコメの住居内での保管状況をみることができる。

ほか、畔田遺跡、追坊師A遺跡、城山遺跡では柱穴、土墳などが確認 され、土器片が出土

しているが、何れ も密度や広が りに欠ける。辰尾池西遺跡や新池東遺跡でも土器片の出土

が記録 され、西方にも芭蕉遺跡、鴻の池遺跡があるが、詳細はわか らない。なお、二つ塚

1号墳の下層遺構 として、弥生時代の土墳が発掘調査時に検出されている (註 4)。

久米川対岸の法事坊遺跡では、井戸や弥生時代後期の住居址が確認 されている。また、

古蛤遺跡、円光寺裏 山遺跡でも弥生土器片が出上 しているが詳細は不明である。

古墳時代

古墳時代になると、この地区においても数的には多 くはないものの古墳が築造 されてい

る。概ね直径 10m未満の円墳または方墳で、丘陵頂部に多 く築造 され、数基で古墳群を構
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成 している。 これ らの詳細については、発掘調査が行われた少数の例外を除いて多 くがよ

くわかっていない。

地区東端の丘陵性山地上に占地す る車戸 1・ 2号墳は、何れも径 8m、 高 さ 1.5mの 円墳

である。二つ塚 1号墳は、径 9mの 円墳 もしくは方墳で、出土遺物か ら6世紀前半か ら中

頃の築造 とみ られている (註 5)。 同 2号墳は径 10m、 高さ 1.5mの 円墳、同 3号墳は径 8m、

高 さ0.5mの低平な円墳である。登吟 1。 2号墳及び 7～ 9号墳は、何れ も横穴式石室を有

す る後期古墳であることが判明 しているが、領家地区において現時点で確認 されている後

期古墳はこれ らに限 られ る。また、登吟 3号墳は発掘調査が行われていないが、墳長 35m

の前方後円墳で埴輪を伴 うことが判明 している。

鏡野町境に近い最奥部にある、黒岩 1～ 6号墳は、径 8～ 10m、 高さ lm未満の低平な

円墳または方墳 とされ る。また、平野部を臨む丘陵頂部に位置す る、大庭様 1。 2号墳は

共に径 8mの 円墳 とされ る。城山 1号墳は径 13m、 高 さ約 lmの 円墳である。 2号墳の規

模はわか らない。大字が中北下 となるが、同様に平野部を臨む芭蕉古墳群は、墳長約 27m

で帆立貝式の墳形を持つ前方後円墳の4号墳を中心 とするグループと、尾根 を違える 6。 7

号墳に分かれる。 4号墳以外は、概ね径 10mク ラスの円墳で、7号墳のみ径約 6mと やや

小規模である。西方の多田 1～ 4号墳も規模的に類似する古墳で、さらに西方の鴻の池 1・ 3・

4号墳は径 6mク ラスの小規模 円墳である。なお、第 1図 には記載 されていないが、池の

西岸には内部主体に横穴式石室を持ち、陶棺を内蔵す る鴻の池 2号墳 (墳長 35m)が 築造

されている。久米川流域で最後の前方後円墳 とされ る。

古墳時代の集落遺跡はほとん ど確認 されていない。領家遺跡で 6世紀後半か ら 7世紀の

竪穴住居址が多数検出されている。ほか、畔 田遺跡では竪穴住居址、黒岩遺跡では土壊が

確認 され、久米川対岸の山田遺跡でも竪穴住居址が確認 されているが、築造 された古墳に

比較す ると、遺跡 としては小規模でかつ遺構密度 も低い。遺跡のあ り方については弥生時

代 とあま り変わ りはみ られないようである。

古代～中世

古代か ら中世にかけてはさらに遺跡数が減少する。領家遺跡では、奈良時代か ら平安時

代にかけての礎石建物が検出され、石帯・緑釉陶器 。円面硯などの遺物が出土 している。

東に隣接す る久米廃寺や、久米郡衡に比定 される宮尾遺跡 との関係が注 目され、これ らを

成立 させた有力者の集落 とみ られる。ほか、時期的に相当す る遺跡は法事坊遺跡があげら

れる。主たる存続時期は弥生時代から室町時代 と幅広いが、井戸 。溝状遺構などが検出され、

墨書土器や施釉陶器 。青磁片などの遺物が出土 している。 これ以外にも散発的に遺物が出

土 しているが (註 6)、 遺跡のみか らこの地域の古代を推 し量ることは極めて難 しい。

近世～現代

「領家」 とい う名は、古い荘園の地に因んだ といわれる (註 7)。 中世末頃には地為 とし

て使用 され、近世に入つてのち村名 としてつかわれた。江戸期は、慶長 8年 (1603)に 森

忠政が津山に入封 したことか ら森氏の支配を受け、元禄 10年 (1697)森 氏の廃絶に伴い幕
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82鴻の池 1号墳  84鴻の池 3号墳  85鴻の池 4号墳  86鴻の池遺跡  90多 園4号墓  91～ 94多田 1～ 4号墳  95多田

5号墳  96～ 100芭蕉 1～ 5号墳  10卜 102芭蕉 6・ 7号墳  103芭蕉遺跡  104新池東遺跡  105辰尾池西遺跡  106辰

尾池東南遺跡  107・ 108叛 山 1・ 2号墳  109追坊師B遺跡 (旧 野面羅遺跡) ■0～ ■5黒岩 1～ 6号墳  ■6大庭様 1号墳

117大庭様 2号墳  ■8・ ■9登蛤 1・ 2号墳  120～ 126登吟 3～ 9号墳  127藤和田遺跡  128～ 130二つ塚 1～ 3号墳

131・ 132草戸 1・ 2号墳  135領家遺跡  266雫 山2号墳  267古吟遺跡  268山 田遺跡  271法事坊遺跡  272祗 園千人塚

古墳  275円光寺裏山遺跡  ■83畔田遺跡  1184追坊師A遺跡  ■85黒岩遺跡  ■91城山遺跡  1192城山古墓

(註 :太字は本書所収遺跡、遺跡番号前の「久米」は町村合併前の旧自治体名)

第1図 周辺遺跡分布図 (S=1/10,000)

-13-



府領 とな り、次いで甲府藩領、再び幕領、小田原藩領、再び津山藩領 とめまぐるしく領主

が変わ りつつ明治を迎えた。

明治以降は、津山県から北条県を経て明治 9年 (1876)に 岡山県となり、明治 22年 (1889)

の久米村の成立に伴い大字のひ とつ ≧なった。大正 12年 (1923)に は、国鉄作備線 (現 」R

姫新線)の津山口～美作追分間が開通 し、地域の西南端に美作千代駅が置かれたことか ら

地域交通の拠点 ともなつた。

昭和に入つてか らは、昭和 30年 (1955)の 旧久米町への合併以後 も、俗に「領家 田回」

と呼ばれた穀倉地帯 として、一貫 して町の基幹産業である農業を支えてきた。かつての出

雲往来にかわる国道 181号線が地区の南を走 り、また、昭和 50年 (1975)に は地区内を東

西に縦断す る中国縦貫 自動車道 (現 中国 自動車道)が完成 した。

そ して、平成 6年 (1994)に は、地区の東端か ら官尾地区にかけての丘陵に県営久米工業

団地 (現久米産業団地)が造成 され、津山西部地域における産業振興拠点の役割が期待 さ

れた。

平成 17年 (2005)の 津山市への合併後は、5自 治体で構成 される津山圏域資源循環施設組

合の総合型 ごみ処理施設の建設が決定 し、従来か らの農村地帯のみならず、隣接する宮尾

及び中北下地区とともに津山圏域におけるこの地区の果たす役割が増大 しつつある。(仁木 )

(註 1)栗 野克己『領家遺跡』「岡山県埋蔵文化財発掘調査報告 8J岡 山県教育委員会 1975

以下、この遺跡に関係する記述については本報告に従つている。

(註 2)村 上幸雄・橋本惣司『稼山遺跡群 I』 久米開発事業に伴 う文化財調査委員会 1979

以下、この遺跡に関係する記述については本報告に従つている。

(註 3)『改訂版 岡山県遺跡地図』 岡山県教育委員会 2003

以下、註のない遺跡の記述については本書に従つている。

(註 4)小 郷利幸 。豊島雪絵 『大蔵池南 2号鉄穴流 し遺構 二つ塚 1号墳』「津山市埋蔵

文化財発掘調査報告 79集」 津山市教育委員会 2009

(註 5)註 4に 同じ

(註 6)本 書第 3章出土遺物参照。

(註 7)『久米郡誌』 久米郡教育会編 久米郡誌刊行会 1923

参考文献

『久米町史』 久米町史編纂委員会 1984

『角川 日本地名大辞典 33 岡山県』 角川書店 1989
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第 3章 本事業以前に行った調査

津山圏域ク リーンセンター建設事業予定地の一部においては、以前に計画 された民間開

発に伴い、旧久米町教育委員会によつて発掘調査が実施 されている。今回の調査事業 と関

連する箇所 もあるため、本章ではその概要を報告する。

平成 3年 8月 以降、現在のクリーンセンター建設予定地にほぼ相当す る範囲を対象 とす

る民間開発が具体化 した。 この計画に対 して、久米町 (当 時)は町誘致企業 として対応 し、

久米町荻育委員会 (当 時 :以 下同 じ)は、開発予定地内に所在する埋蔵文化財の保存につ

いて事業者及び岡山県教育委員会 と協議 を開始 した。協議の対象 となった埋蔵文化財包蔵

地は、黒岩古墳群 (1・ 5・ 6号墳)と 辰尾池東南遺跡である。具林化以降、久米町教育

委員会は数回の現地踏査を実施 して周知の遺跡及び周知外の遺跡の把握にも努めた。

保存協議の結果、原則 としてその時点で既知の埋蔵文化財は緑地等によって現状保存 さ

れることが図 られた。ただ し、辰尾池東南遺跡については遺跡地図上での遺跡範囲は保全

されていたが、地形的な条件か ら遺跡範囲が拡大 され る可能性があると判断 され、 さらに

現地踏査によつて新たに古墳の存在が想定 される地点が確認 された。 これ らの取扱いにつ

いては、事業者が経費を負担 して久米町教育委員会が確認調査及び試掘調査を実施 し、遺

跡の有無及び範囲を把握 したのちに保存協議を行 うことで平成 6年 9月 中旬までに事業者

と合意することができた。

以上のことを踏まえ、岡山県教育委員会、事業者及び久米町教育委員会の二者で文化財

保護に関す る覚書を平成 7年 4月 23日 付で締結 し、工事等の時期が具体化 した平成 8年

H tt H日 付で試掘 。確認調査に関する埋蔵文化財包蔵地調査委託契約 を締結 した。

調査は平成 8年 12月 24日 に辰尾池東南遺跡の範囲確認調査か ら着手 し、平成 9年 3月

11日 に トレンチの埋戻 しを行い終了 した。また、試掘調査については辰尾池東南遺跡の調

査 と並行 して行 う形で立木等伐採後の平成 9年 3月 5日 に着手 し、 3月 21日 に終了 した。

いずれ も調査主体は久米町教育委員会で、以下に概要を調査個所別に記述す る。

辰尾池東南遺跡確認調査 (第 1図 、図版 1～ 3)

辰尾池東南遺跡は、東向きの丘陵頂部から斜面にかけて位置する。確認調査にあたつては、

現在の遺跡範囲か ら谷に向かつてテラス状に張 り出 した箇所を調査対象範囲 とした。 旧状

は水 田または荒蕪地 (旧 水 田)で 、調査予定地の多 くにススキなどの草木が繁茂 していた。

このため事前に下刈作業等を実施 し、任意の位置に トレンチを 7か所設定 (第 1図参照 )

してバ ックホウを併用 して掘 り下げ、その後作業員による精査を行つた。調査面積は トレ

ンチ総計で 130�である。

調査結果は、 トレンチの多 くは谷地形を示す堆積状況で湧水が著 しく遺構は確認 されな

かった。また、遺物は散発的に出上 したものの全て流れ込み とみ られた。

以上のことか ら、確認調査範囲には辰尾池東南遺跡の遺跡範囲は及ばないと判断 された。
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出土遺物 (第 2図 、図版 6)

辰尾池東南遺跡確認調査では、弥生時代か ら古代にわたる遺物が整理用コンテナに約 2

箱分出土 した。弥生土器・土師器・須恵器が多 くを占め、T-2を 除 く全ての トレンチから

出土 したが、前述の とお り全て遺構 に伴わない遺物である。出土量的にはT-7が多 く、

T-6が それに次 ぐ。以下に、図化が可能な遺物を紹介するが、ほとんどが古墳時代に属す

る遺物である。弥生土器・土師器は多 くが細片で、復元できなかった。

1・ 2・ 6は須恵器底部片で、 1・ 6は底部ヘラ切 り、 2は糸切 りで、底径 6.4cmを 測る。

また、 1に は ×形のヘラ傷が残 る。 3は須恵器のつまみ部分、 4は蓋の端部である。

,
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第2図 辰尾池東南遺跡確認調査出土遺物 (S=1/2・ 1/4)
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2・ 3・ 6は古代に属す ると考える。 5は須恵器杯蓋で復元径 12cmを 測 る。 7・ 8は

何れ も須恵器の脚部片で、 8に は外面が 6条のハケ ロで単位文様に等間隔に加飾 される。

9は土師器壷で 口径 17.6cm、 胴部最大径 30cmに復元 される。4は T-4、 1～ 3・ 7・ 8

はT-6、 5・ 6・ 9は T-7か ら出上 した。

試掘調査 (古 墳推定地)(第 1図 、図版 3-3～ 6)

黒岩池西側の丘陵頂部において、分布調査によつて人工的な地形の改変が認 められたた

め、埋蔵文化財の分布が推定 され る箇所 と判断 し試掘調査を実施 した。

調査の実施にあたつては、地形を考慮 して古墳の所在を想定 し、丘陵頂部に設定 した 4

本の トレンチを互いに直交 させて設定 し、人力で掘 り下げ、精査を行って遺構の有無を確

認 した (第 1図参照 )。 調査面積は トレンチ総計で 51.6ポ である。

調査結果は、T-1、 T-2では地山面か らやや浮いた状態ではあつたが、多量の弥生土器

の散布が認められた。また、T-3ではピッ ト及び石列が確認 され、付近では弥生土器が出

上した。また、T-4においては、段状遺構の一部とみられた平坦面と、土羨 1基が確認 された。

土墳埋土か らは壷・高不などの弥生土器片がま とまつた状態で比較的多量に出土 し、遺物

の出土状況等か ら遺構は弥生時代に属す るものと判断 された。

試掘調査地点では、当初古墳の所在を推定 したが、調査によつて丘陵上に弥生時代の遺

跡が分布す ることが明 らかにな り、保存協議の対象 となることが判明 した。

出土遺物

古墳想定地の試掘調査においては、整理用 コンテナに約 4箱の遺物が出上 した。遺物は

弥生土器がほとん どである。 これ らについては、本書第 7章の黒岩遺跡の調査報告に一括

して整理・掲載 しているので、該当個所を参照 されたい。

以上が、今回のクリーンセンター建設の前に行われた本地区の埋蔵文化財調査の概要で

ある。久米町教育委員会は、調査終了後に試掘調査によつて確認 された新規発見遺跡に対

する遺跡範囲の確定作業を含む保存協議を事業者 と行 う予定 としていたが、その後開発事

業 自体が休止状態 となつた。 このため、岡山県遺跡地図の改定の際、新規発見遺跡につい

ては周辺の地形 を考慮 して遺跡範囲の設定を行い、野面羅遺跡 (遺跡番号 :久米町陥109)

として周知 し、以後の開発協議に備 えることとした。(仁木 )
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第 4章 試掘・確認調査

第 1節 平成 21年度 (A～ E地区)

は じめに

平成 21年度の試掘調査は、調査対象地のうち最も面積の狭いB地区から着手した。その後、

樹木伐採の完了 したA地 区→ C地 区→ D地区→ E地 区の順に調査を進めた。調査期間は平

成 22年 3月 8日 ～ 3月 31日 、調査面積は合計約 800ピ である (第 3図 )。

A地 区 (対 象面積 4,260面、調査面積 230席 )

津山市 と鏡野町を画す る山か ら南東に延びるなだ らかな丘陵の一部で、丘陵頂部東寄 り

に市境の道路が走る。対象地区に合計 27本の トレンチを設定 し、重機 により掘削 した。そ

の結果、丘陵頂部の南半部、及びそこから少 し下がつた ところで遺構が検出された。遺構

は丘陵頂部付近で竪穴住居跡、土墳、柱穴を検出し、南側では浅い溝、近世墓等を検出した。

遺物は土師器片、須恵器片、寛永通宝などが出土 した。対象地区内の北半部では遺構は検

出されなかったため、地区の中央部か ら南側にかけて遺跡が存在すると考えられ る。

B地区 (対 象面積 195浦 、調査面積 30下 )

A地 区のある丘陵か ら南西に短 く延びる尾根の先端である。「キ」字形に トレンチを設定

し、人力により掘削 したが、表土を除去す るとす ぐに地山が表れ、遺構・遺物は検出され

なかった。

C地区 (対 象面積 1,746厨 、調査面積 90下 )

B地 区同様、A地 区のある丘陵か ら南東側に延びる丘陵である。地区内に合計 16本の ト

レンチを設定 し、重機により掘削 した。その結果、尾根の東側では遺構はなく、尾根の西

側の トレンチ 1箇所で遺構 を検出 し、土師器片が出土 した。遺構はさらに谷に向かつて延

びているため、対象地区の東側 を中心に遺跡の存在が推測 される。

D地区 (対 象面積 3,613下、調査面積 105面 )

A地 区の丘陵か ら南側に延びる丘陵である。本地区はかつて弥生土器が出土 していたこ

とか ら、遺跡の存在が推沢Jさ れていた。丘陵の裾部を中心に合計 17本の トレンチを設定 し、

重機により掘削 した ところ、 トレンチか らは須恵器等が出上 したため、裾部付近にまで遺

跡が広がっていることが確認 された。

E地 区 (対 象面積 5,254ポ、調査面積 345浦 )

D地区の位置す る丘陵の南西に接する丘陵である。本地区は野面羅遺跡 として周知 され

ていたが、発掘調査範囲確認のため合計 40本の トレンチを設定 し、重機 により掘削 した。
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その結果、丘陵の中央から南にかけての トレンチで遺構を確認 し、土師器片や須恵器片な

どが出上した:

まとめ

工事予定地の 5箇所のうち、B地区を除く4箇所で遺構が確認された。A・ C・ E地 区につ

いては、遺構の検出状況や遺物の出土状況から、遺構の密度は低いと考えられる。A地 区

については、出土遺物から古墳時代及び近世の遺跡の存在が想定される。また、D地区か

らは過去に弥生土器の出上があることや、今回の調査により須恵器が出上していることか

ら、弥生時代から古墳時代にかけての遺跡の存在が推測される。(豊 島)
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第 2節 平成 23・ 24年度 (F・ G地区)

は じめに

平成 23・ 24年度においては、F地区及びG地 区の試掘・確認調査を実施 した。F地区及び

G地区は、計画時には周知の遺跡は確認 されていなかつたが、事前の分布調査によつて遺

跡が所在す る可能性があるとみなされた地点である。

調査期間は、平成 23年度事業分 として試掘調査を実施 した。F地区が平成 23年 6月 8日

から平成 23年 7月 29日 、G地区が平成 23年 7月 2日 から平成 23年 9月 20日 である。また、

平成 24年度事業分 として実施 したG地 区の確認調査が平成 24年 5月 16日 から 7月 2日 で

ある。以下、調査地点ごとに概要を報告する。

F地区 (第 1図 、図版 10～ 11)(対象面積 4,300下、調査面積 918Ⅲ 2下 )

津山市 と鏡野町を画す る山塊か ら南東方向に延びた尾根の頂部で、同 じ山塊の最高位 に

は目崎城がある。この城の主郭は鏡野町側にあるが、山塊の頂部が津山市 との行政界である

ため、津山市との境界に隣接する位置にまで関連するとみられる郭や堀切が所在する (註 1)。

現地踏査の結果により、工事計画範囲の尾根上に堀切 とみ られる窪地状の地形や、山腹

部分に並行 した凹凸を示す地形がみ られたことか ら城郭関連遺構の所在 も考えられた。加

えて、立木伐採後に行つた踏査の際に新たに盛土 とみ られる高ま りが確認 された。 この高

第1図 F地区トレンチ詳細図 (S=1/1,500)
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ま りは開発区域外であつたが、開発区域に極めて近接 し今後協議の対象 となる可能性があ

るとみ られたために併せて試掘調査の対象 とした。ただ し、面的な伐採は行つていない。

調査にあたっては、立木等の取 り片付け後、尾根頂部の主軸上に トレンチを設定 した。

さらに、その トレンチか ら等高線に直交する方向に 11本の トレンチを配 した。トレンチ幅

は 2mを基準 としている。尾根上の窪地状の地形についてはサブ トレンチにより精査 した。

また、山腹の凹凸部分については別に 1本 トレンチを設定 し、盛土状の高ま りについては

4本の トレンチを直交するよう設定 した。

発掘作業は基本的にバ ックホウを使用 して表土掘削を行い、作業員による精査を行つた

が、盛土状の高ま りについては全て人力で掘削作業を行っている。

調査の結果、尾根鞍部の窪地状の地形については人工的な改変ではなく、鞍部を道 とし

て利用 したことに伴って形成 された 自然地形であることが判明 した。また、山腹の凹凸状

の地形については人工的な改変であることが判明 したが、検出状況か ら遺構ではないと判

断 された。何れの トレンチか らも遺物は出土 しなかつた。

G地 区 (平 成 23年 度)(第 2図 、図版 10～ 11)(対象面積 2,140面、調査面積 404雨 )

G地区は、 F地 区南側の独立丘陵上にあ り、北を辰尾池奥の谷によつて画 される。地元

では具体的な場所を指 さないなが らも、「城山」と称 されていた。 この地区では、分布調査

によつて墳墓状の高ま りが 2か所確認 されていたことか ら、その性格の把握 を主 目的 とし

た。併せて、地元での呼称等か ら城郭関連遺構についても考慮 している。調査封象面積は、

当初約 4,800だ を見込んでいたが、現地踏査の結果 2,140ピ を試掘調査対象面積 とした。

調査は、 F地区と同時期に伐採が行われていたため既に伐採済みの状態であったことか

第 2図  G地区 トレンチ詳細図 (S=1/1,000)
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らF地区の調査 と並行 して適宜調査準備 を行い、 F地 区発掘作業終了後に機材を移転 して

7月 2日 か ら着手 した。 2か所の墳墓状の高ま りについては、 3本 ない し4本の トレンチ

を直交 して設定 し、人力による掘 り下げと精査を実施 した。その他の遺構については尾根

の主軸上 と、等高線に直交するように 9本 の トレンチを設定 して重機で表上を排上 し、の

ち人力で掘 り下げて精査を行つた。また、遺構が確認 された部分については遺構の広が り

を把握するため部分的に周辺を拡張 した。

試掘調査の結果、墳墓状の高ま りについては旧地形に伴 う残丘であることが判明 した。

遺物の出土も皆無である。また、北側の墳墓想定位置付近の頂部からわずかに北向きに下つ

た斜面において、弥生時代に属す る貯蔵穴 とみ られる遺構を確認 した。遺物は、弥生時代

後期に属する土器片が出土 した。

G地区 (平 成 24年度)(第 2図 )(対象面積 2,060ド、調査面積 135下 )

平成 23年度調査においてG地区において遺構の確認 された位置は、丘陵頂部の平坦面の

北端であ り、南に向かつて緩やかに下降する窪地状の平坦面が広がっていた。 このため、

遺跡範囲を確定す ることを目的 として、平成 24年度において南側に新たに 11本の トレン

チを設定 して確認調査を行つた。結果、遺構は確認 されず遺物も認められなかつたことから、

南側には遺跡は分布 しないことが明 らかになつた。

まとめ

平成 23年度の試掘調査の結果、F地 区においては、開発協議対象 となる埋蔵文化財は当

該位置には所在 しないことが判明 した。

また、伐採後に確認 された高ま り部分については、径 5m、 高 さ0.8mの ほぼ円形のプラ

ンを示す盛土遺構であることが判明 した。裾部に周溝等は確認 されなかつたが、一部に集

石が認められ、その部分から若干の土師質土器片が出上 した。このことから、遺跡名称を「城

山古墓」 として遺跡発見の手続きをとっている。現状 と出土遺物か らみて、墳墓的な性格

を持つ遺構であると考えられ る。

G地区については、当初想定 された古墳は確認 されなかったものの、弥生時代の遺構が

存在することが明 らかになつた。確認 された新規遺跡は、名称を 「城山遺跡」 として遺跡

発見の手続きを行つた。 この遺跡については、造成計画範囲内に位置 してお り、設計変更

ができないことか ら発掘調査が不可避であつた。このため、平成 24年度に追加 して確認調

査を実施 し、遺跡範囲を画定 した うえで全面調査を実施す ることとなつたが、確認調査に

より遺跡の広が りが認められなかつたため、平成 23年度調査において遺構が確認 された頂

部一帯の約 950ポを発掘調査の対象 とすることが確定 した。(仁木 )

(註 1)分布調査時に確認 された。行政界を画す林道の鏡野町側に隣接 し、堀切及び郭面が残 る。林

道を挟んで尾根を津山市側 (南 )1こ進めば、F地区の試掘調査地点である。ただ し、日崎城 との関連に

ついては検討が必要である。
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第 5章 畔田遺跡

第 1節 遺跡の概要

畔 田遺跡は、津山市領家 1411-1ほ かに所在 し、約 30haの新ク リーンセンター建設予定

地北辺の南東方向にのびる丘陵上に位置 している。遺跡の範囲の標高は約 162～ 166mで

ある。

遺構は、調査区北西部において、掘立柱建物 1基、貯蔵穴 2基及び複数の上墳を検出 し、

特に上噴 1と した貯蔵穴か らは、多 くの弥生時代後期の上器が出土 した。調査区中央部で

は古墳時代の住居跡 1基 を検出 し、調査区南部では明治期の墓 1基、時期は不明であるが

土墳墓 3基 を検出した。ただ し、検出できた遺構の数は多 くなく、 しいて言えば調査区北

西部に遺構が密に存在 している。

なお、本調査区内において、複数の柱穴を検出しているが、遺物の出上 した柱穴のみ番

号を付 し、その他のものは第 2図及び第 3図の遺構配置図において位置のみを示 した。また、

これ らの柱穴か ら出上 した遺物の うち図示できるもののみを掲載 している。(平井 )

Y=-38380 Y=-38370 Y=-38350        Y=‐ 38340        Y=‐ 38330        Y=‐ 38320

第 1図 畔田遺跡全体図

X=‐ 103370

X=-103380

＝

洲

業

ド

下

0       10m

ー
S=1/600
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S=1/400
第 2図 畔田遺跡遺構配置図 (北部分)

E            F            G

第 3図 畔田遺跡遺構配置図 (南部分 )

0           10m

S=1/400
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第 2節 検出された遺構と遺物

土墳 1(第 4・ 5・ 6図 )

4B区 に位置 し、平面形は 2 1 3 clll× 162 cIIlを 測る隅丸方形を呈 し、また、土墳西側中央

付近か ら調査区西辺に向かつて幅 80～ 60 cmの 溝状に遺構がのびている。検出面か らの深

さは、土墳が西に向かつてかな り削平 されているため、最深部で 70 clll、 最浅部で 1 5 clllを

測る。遺物は床面より 10～ 20 cIIlほ ど上の第 3層 より上か ら多 く出土 している。鼓形器台

1～ 7、 この うち 5は床面上か ら出土 している。低脚郷 8、 甕 9～ 15、 10は肩部に波状文

を施す。壺 16～ 18、 重 もしくは養の底部 19.20、 器台 21は上下 2つの円孔があ り、突帯

には波状文を施す。土器の特徴か ら弥生時代後期後葉のものであろ う。

土
　
土
土

色
土
色
色

褐
色
褐
褐

茶
褐
灰
灰

暗
黄
暗
淡

１

２

３

４

B′

― ビ163000m

0              1m

S=1/40

第 4図 土墳 1

第 5図 土境 1出土遺物

0             10om

S=1/4
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2三土 丞 К 8

第 6図 土壊 1出土遺物
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土渡 2(第 7図 )

3C区に位置 し、平面形は長軸 95 clll× 短軸 90 clllで 、ほぼ正円形を呈 している。検出面

か らの深 さは、69 clllを 渕 り、土壌断面は袋状を呈す る。遺物は床面付近 より22～ 24の甕

が出上 している。その他土器片が出上 しているが、いずれ も極小破片のため図示す ること

ができなかった。 この上墳の時期は、弥生時代後期後葉 と考えられ る。

電

第 7図 土墳 2・ 出土遺物

土境 3(第 8図 )

2C区に位置 し、平面が 205× 108 cmと 163× 60 clllの 2つの上墳が重な り合っていると

考えられ る土墳である。土層観察等か らは、遺構の前後関係は不明。遺物は、極小破片の

ため図示できないが、須恵器が数点出上 している。

１

２

３

明茶褐色粘質土 (砂を含む)

套帽琶麹畳圭i‖キ穣宅暮窓;

0               1m

S=1/40

S=1/40                         _L=165000m
本こ三

〒
三

千
三三

〒======正
三

=フ

rl 
青灰色上

0               10cm

S=1/4

S=1/40
-L=166000m

~1~ 1 
茶褐色土

ジ

第 8図 土渡 3
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土墳 4(第 9図 )

2D区に位置する。西側か ら① (182× 1 04 clll)と ② (不 明 ×88 clll)の 2つの上墳が重な

り合つていると考えられる土墳である。遺構の切 りあい関係か ら①が新 しく②が古いこと

が分かるが具体的な時期差については不明。極小破片のため図示できないが、埋土から須

恵器片及び土師器片を出上 している。

土境 5(第 10図 )

2D区に位置する。西側か ら① (60X80 cIII)と ② (45× 90 clll)の 2つの上噴が重な り合つ

ていると考えられる土墳である。遺構の切 りあい関係か ら①が古 く②が新 しいことが分か

るが具体的な時期差については不明。出土遺物は埋土か ら 25が 出土 している。弥生時代後

期後葉か ら古墳時代前期初頭にかけて埋没 した土墳であろ う。

― L=166000m

1 淡茶褐色土

0               1m

S=1/40

0             10Cm

S=1/4

第 10図 土境 5・ 出上遺物

土境 6(第 11図 )

2D区に位置する。平面形は 80× 64 cmの 精円形を呈し、検出面からの深 さは、5 cmを測る。

遺物は、埋土か ら土器片 1点が出土 しているが、極小片のため図示できず、時代等明 らか

にすることはできないが、弥生時代のものであろ う。

一 L=166000m

お事二
=手===´ 1 淡茶褐色上

0               1m

S=1/40

雨

第 11図  土娠 6
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土境 7(第 12・ 13図 )

2D区に位置す る。平面形は 263× 145 cmの方形の有柄形をし、検出面か らの深 さは、

32 cmを 測る。ただ し柄形の部分は、深 さ6～ 15 cm程度である。遺物で図示できるものは、

26～ 30の 5個体で、いずれ も埋土か ら出土 している。26は高杯の脚部分、27は壺 もしく

は甕の胴部である。28～ 30は鼓形器台で内面上半ヘ ラミガキ、下半ヘラケズ ジ、外面は

ナデを施す。弥生時代後期後葉のもの と考えられ る。

土壌 8(第 14図 )

4C区に位置 し平面形は 252× 181

を測る。遺物は埋土か ら須恵器の蓋

代初頭のものであろ う。

<0

0            10om

S=1/4

第 13図 土境 7出土遺物

cIIlの 不定形の上墳である。検出面か らの深 さは、1 5 cIIl

31.32が 出上 している。出土遺物の特徴か ら、奈良時

_=茎≧玲 32

0         10cm

S=1/4

第 14図  土墳 8・ 出上遺物
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上境 9(第 15図 )

4E区に位置 し、平面形は 103× 76 clllの楕円形を呈する。検出面からの深 さは 76 cmを測る。

土墳の断面形は逆三角形を呈 し、検出面より約 60 cIIl下 の ところに段を有す る。 76 clllの 深

さがあるにもかかわ らず、土層観察では分層できず、一度に埋まったものと考えられ る。

出土遺物はなく、遺構の時期、性格等は明 らかにできなかった。

上墳 10(第 16図 )

4E区に位置 し、平面形は 92× 9 1 clllの 正円形を呈する。深 さは、検出面から 25 cIIlを 測る。

検出面か ら 1 5 clll下 の部分に段を有す る。遺物の出土はなく、遺構の時期や性格は明 らかに

できなかつた。

― L=165500m

一 L=165500m

1 暗茶禍色上

0               1m

S=1/40

第 16図 土墳 10

0               1m

S=1/40

第 15図  土境 9

土墳 11(第 17図 )

5F区に位置 し、平面形は 89× 80 clllの 円形を呈する。検出面か らの深 さは 10 cmを 測る。

土墳内西側には、径 1 5 clll、 深 さ 20 cmの ピッ トを有する。出土遺物はなく時期等は不明。

土墳 12(第 18図 )

6F区に位置 し、平面形は 106× 95mの不整形な円形を呈する。検出面からの深 さは 1 l cIIl

を測 る。土層はいわゆるレンズ状の堆積をしてお り、出土遺物がなく時期は不明であるが、

自然に埋没 していつたもの と考えられ る。

土境 13(第 19図 )

6F区に位置 し平面形は 92× 8 1 clllの 円形を呈す る。検出面か らの深 さは 1 7 clllを 測る。

土境床面北側に径約 30 clll、 深 さ 8 cmの 窪みがある。出土遺物はなく時期は不明。
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T権縄土
2 暗責褐色土

0               1m

S=1/40

第 18図  土墳 12

_L=165000m

l 茶褐色絡質土

0               1m

S=1/40

第 20図 土墳 14

土渡 14(第 20図 )

6F区に位置 し、160× 99 clllの 精円形を呈する。検出面か らの深 さは、 9 clllを 測 る。土

噴中央部やや南側に約 30× 30 cm、 厚 さ 2 clllの 石があ り、また、周辺には 1 0 clll角 の石数個

を検出 した。 これ らの石が、本来 この面に据えられたものなのか、落ち込みによるものな

のかは、検出状況等では判断できなかった。出土遺物はなく時期や遺構の性格については

不明。

0              1m

S=1/40

第 17図  土境 11

術
ｇひ弓。

導

―
            百

L言

長増七と
0               1m

S=1/40

第 19図 土境 13

土境 15(第 21図 )

7E区に位置 し、H3× H3cmの 円形を呈す る。検出面か らの深 さは、26 cmを測 り、土壌

の形態はす り鉢状をしている。土器等出土遺物がなく、時期等は明確にできないが、検出

時の状況か ら、比較的新 しい時期のもの (明 治時代以降)と 考えられる。

土渡 16(第 22図 )

7F区に位置 し、平面形は 98× 87 clllの 不整形な円形を呈する。検出面からの深 さは 1 8 cIIl

を測る。土墳の形態は、す り鉢状をしてお り、土器等遺物の出土はない。土壊 15と 形態が

よく似てお り、これ と同 じ性格の上墳 と考えられる。
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黒福色粘質上
明黒禍色粘質土
明褐色粘質上  0

「
― L=164 500rn

lm

茶褐色粘質土 (砂を含む)

明褐色粘質土 (茶褐色粘質上を含む)

暗茶褐色粘質土

第 23図 土境 17

0              1m

S=1/40

― L=164500m

黒褐色粘質土 (地山ブロック含む)

黒色粘質土 (1の ブロック含む)

赤褐色粘買±   0         1m

S=1/40

第 22図 土境 16

0               1m

義帽色鼈憂三(砂礫を含む)S=1/40

第 24図 土嬢 18

S=1/40

第 21図 土墳 15

土渡 17(第 23図 )

7G区位置 し、平面形は 203× 89 cmの やや不整形であるが、隅丸方形を呈 し、検出面か

らの深 さは、2 7 clllを 測る。土墳墓の可能性が考えられ るが、検出過程や土層観察か らは、

土墳の性格を知る手掛か りは得 られず、土器等遺物の出土もないため、土墳墓の可能性が

あることを示すのみ とする。

上墳 18(第 24図 )

7G区に位置 し、平面形は 155× 68 cmのやや不整形であるが隅丸方形を呈す る。検出面

か らの深 さは、3 3 cIIIを 測 る。土墳西側の隅と東側において石を検出 してお り、土墳隅に置

かれたものについては、検出した状況か ら棺台 として利用 されたものと推測 され、また、

東側のものについては、墓標的な意味で土墳上に配 されたものが棺の腐朽 とともに土噴内

に落ちたものであろ う。土器等の遺物の出土はなく時期は明 らかではないが、土墳墓 と考

えられる。

L=164000m

L=164000m

1

2
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土墳 19(第 25図 )

7F区に位置 し、平面形は 175× 86 cmの 方形を呈する。検出面からの深 さは、33 cmを 測る。

床面か らは、棺台に利用 されたもの と考えられる数個の石を検出 してお り、また、周辺の

状況か ら土墳墓 と考えられ るが、出土遺物はなく、時期は不明。

柱穴 1～ 7(第 26図 )

出土遺物か ら弥生時代のものと考えられる小穴が特に建物 1付近に集 中している。 しか

し、大きさや深 さは一様ではなく、すべてが柱穴 とは考えられないが、土器が出上 したも

のを柱穴 として取 り上げた。柱穴 6か ら出土 した 33の みが図示できたが、他は極小破片の

みで図示できなかつた。柱穴 6は弥生時代後期後葉のもの、その他の柱穴については年代

は不明。

~L=164000m

0             10cm

S=1/4

0              1m

S=1/40

第 25図 土境 19

茶褐色粘質土 (礫を含む)

明褐色粘質土 (礫を含む)

|‐ |:|、1日日日,ア
'~く ,

第 26図 柱穴 6出土遺物

１

２

挿図写真 1 住居 1作業風景 (北から)
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墓 1(第 27図 )

6E区に位置 し、平面正円形の上墳である。規模は径 74× 73 cIIl、 深 さは検出面より24

clllを 測る。出土遺物は埋± 3よ り寛永通宝 2枚Ml、 M2、 銭文は不明の銭貨M8、 銭貨

表面が剥落 し年号を読み取ることができないが、明治 6(1873)年 か ら明治 21(1888)年

にかけて発行 された 1銭銅貨M4及 び吸 口、雁首およびその両者 をつなぐラクが一体で作

られている煙管M5が 出土 している。また、極小片の人骨が少量出上 している。出土品から、

明治 6年以降に作 られた墓である。

0              1m

S=1/40

1 茶褐色粘質上
2 黒褐色土 (骨 片・炭を含む)

3 黒褐色粘質上 (骨 片・炭を含む)

4 明褐色粘質上

L=165000m

M刊

斡
M4

M5

鱒 0

観 讐
M2

0            5cm

S=1/2

0           5cm

S=1/2

第 27図 墓 1・ 出土遺物

住居 1(第 28・ 29図 )

4D区 に位置する。住居の規模は、西側部分が流失 してお り、東西の規模は明 らかにで

きないが、南北に 5 7 8 clllで 平面形は方形を呈する。深 さはもつとも残 りの良い住居東側で

約 30 cmを測る。住居中央部東寄 りと北壁沿いに赤褐色の焼土面を検出 した。柱穴は 4本で

構成 され、柱間の距離は南北方向 (Pl― P2、 P3-P4)が 約 300 cm、 東西方向 (Pl
―P3、 P2-P4)が 約 270 cmを 測る。柱穴の規模は 35～ 45 cIIIの 平面が円形を呈してお り、

深 さは検出面か ら約 40～ 60 cmを 測る。また、住居の壁際には幅約 25 cm、 深 さ約 10 cmの

壁体溝を検出 している。 この壁体溝は住居中央部か ら西にかけては地形の流失により検出

できなかつたが、本来は住居壁沿いに壁体溝がめぐっていた と考えられる。出土遺物は、

極小破片が多 く図示できたのは 34と 35で ある。34は 、住居南東隅に床面よりやや浮いた

状態で検出をした。欠損 しているものの有段 口縁 を持つ壺で、肩部に綾杉文を 2段施 して

いる。また、この部分に円形のスタンプ文を施 している。頸部は内外面 ともにヨコナデを

施 し、胴部内面の上半部は指頭圧痕がみ られ、下半部はヘ ラケズ ジを施 している。外面は

ハケを施す。当地周辺にこのような土器は見 られず、山陰地方に類似の上器が見 られ、古

墳時代中期前葉 ころのものとされていることか ら、このころのものであろ う。

-38-―



◎
P2

と

ぬ|。

L=165000m― _

A

茶褐色粘質土
黒褐色粘質土
黒色粘質土
黄色粘質土
黄褐色粘質土 (茶褐色土プロック含む)

黄褐色粘質土 (砂礫を含む)

黄褐色粘質上 (黒褐色土ブロック含む)

黒褐色砂質土 (やや粘質)

協物%物 焼上部分

0               2m

S=1/60 第 28図 住居 1

0             10om

S=1/4

第 29図 住居 1出土遺物
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建物 1(第 30図 )

3B区北東部を中心 とす る場所に位置する。建物北西部は地形が流失 しているため、一

部柱穴が検出できない等不明な部分はあるが、桁間 3間 ×梁問 2間の規模である。桁行は

653 cIIl、 梁行は 423 clllを 測 り、柱間の距離が桁行で 2 2 3 clll～ 2 1 3 clll、 梁行で 2 1 7 cIIl～ 207 clll

あつた。床面積は約 28∬である。棟はN-31° 一Wを 向く、柱穴の掘方の平面形は、大部

分が方形を呈 してお り、規模は一辺が、27～ 45 clllに 収まる。P7か らは土師器 と須恵器が

出上 している。しかし極小破片で明確な時期は特定できないが、古代に属するものであろう。

P8

Ｅ
８
い
己

一
＝

コ

１
１

　

　

‐

―

ヽ

―

‐
‐

ｔ
‐‘ｔ，
‐

潤

Ч

引

―
ｌ

ｔ
，―
‐‐
，
‐

刊

¶

P7

P6

第 30図 建物 ¬
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第 3節 まとめ

今回、調査 した畔田遺跡の弥生時代の遺構で、主なものは後期後葉の貯蔵穴 と考えられ

る土墳数基のみである。他に住居等の検出はない。 これ らの上渡を検出した遺跡北西部の

地形がかな り流出 しているとい う原因もあるのであろ うが、遺構、遺物 ともに局所的にし

か検出されてお らず、人々の営みはかな り稀薄な状況であつた。

これに続 く古墳時代の主な遺構は単独で検出された住居跡のみである。遺物 も少量の出

土にとどまってお り、これ らのことか ら古墳時代においても集落域を形成するには至って

お らず、また、周辺では、領家遺跡か ら6世紀後半か ら7世紀にかけての住居跡が検出さ

れているものの他には目立った集落遺跡はなくこの周辺地域では、人々の活動 も活発なも

のではなかったようである。

古代においても、周辺では、領家遺跡、久米廃寺及び宮尾遺跡などが存在す るが、本遺

跡では掘立柱建物 1棟のみの検出で他に遺構 もなく前時代 と同様、人々の活発な活動は感

じられない。

こののち、畔田遺跡では、 目立った遺構遺物は検出されてお らず、現在に至るまで集落

域が形成 されることはなかった。

このようなことか ら畔 田遺跡は、かな り限定 された土地利用なが ら弥生時代後期か ら古

代にかけての集落遺跡であると考えていいだろう。 (平井 )

参考文献

「領家遺跡」『 岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 8 岡山県教育委員会 1975

「宮尾遺跡」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 4 岡山県教育委員会 1973

「久米廃寺」『岡山県埋蔵文化財発掘調査報告』 4 岡山県教育委員会 1973

「坂下門前遺跡 2 坂長 ヨコロ遺跡 坂長熊谷遺跡」『鳥取県教育文化財団調査報告書』114 財団法

人鳥取県教育文化財団 2010

「長瀬高浜遺跡Ⅷ 園第 6遺跡」『鳥取県教育文化財団調査報告書』61財団法人鳥取県教育文化財団

建設省倉吉工事事務所 1999
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土壌

表 1 畔田遺跡遺構一覧表

表 2 畔田遺跡遺物観察表

柱 穴

堅穴住居

屈立柱建物

土器

重構名 平面形 長IIH(cm) 短軸 (cm) 深 さ (cm) 時期 備 考

土墳 1 有柄方形 弥生時代後期後葉

土墳 2 円形 弥生時代後期後葉 袋状土壊

土墳 3 不定形 つの上墳が重なる

土墳4 不定形 つの上壌が重なる

上墳 5 不定形 弥生時代後期後葉 2つ の上噴が重なる

土墳 6 楕円形 5

土塘 7 有柄方形 弥生時代後期後葉

土墳 8 不定形 奈良時代初頭

土墳 9 精円形

土境 10 円形 9

土墳 11 円形 10

土墳12 円形 11

土墳13 円形 8 17

上墳 14 楕円形

土墳 15 円形 11 11

土墳16 不整円形 1

土墳17 隅丸方形

土崚 18 隅丸方形

土渡 19 方 形

遺構名 平面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深 さ(cm) 時期 備 考

柱大 1 円形

柱大 2 円形

柱 穴 3 円形 1

柱穴4 円形

住穴 5 円形

柱 穴 6 円形 2 1 1弥生時代後期後葉

住 穴 7 円形

遺構名 平面形 長軸 (cm) 1  短軸 (cm) 深さ(cm)   十     日寺期 備 考

墓 1 円形 24明 治時代

遺構名 平面形
長軸

(cm)

短軸

(cn)

床面積

(r)
柱 穴

柱問距離
焼土面 壁体溝 時期 備考

主居 1 方形 4 306-26, 有 有 古墳時代中期前葉

遺構名 1 規模
柱間距離  (cm)

桁  1 梁 ~
桁行

(cm)

梁行 1 面積

(cm)|(ぽ )

棟方向

NⅢ …E・ Mア

時期 備考

建物 1  1 3× 2 223～213217～ 207 歪ヾ-31°  一ヽハた 古代

掲載番号 遺構名 器 種
計測値 (cm)

色調 形態 。手法の特徴 備考
日径 底 径 器高

1 土 墳 鼓形器台 橙 色 内外 :ヨ コナ

土墳 鼓形器台 87) 浅黄橙色 内外 :ヨ コナデ

土墳 鼓形器台 230) 浅黄橙色 内 : ナデ 外 :ヨ コナデ

土墳 1 鼓形 器 台 230) 明黄掲色 内 : ナデ 外 :ヨ コナデ

土 墳 鼓形器台 210 橙 色 内外 :ヨ コナデ

上墳 鼓形器台 (184) にぶい黄橙色 内 ナ デ 外 :ヨ コナデ
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7 土墳 鼓 形器 台 (190) にぶい黄橙色 内 ナデ 外 :ヨ コナデ

土蹟 低脚イ 62 黄橙色 内外 :ヨ コナデ

土墳 甕 (160) 橙 色

0 土蹟 甕 橙 色 内 iヘ ラケズ リ 外 :ヨ ヨナデ 皮状文

1 土墳 甕 (196) にぶい橙色 口縁 |ヨ コナア 内 :ヘ ラタズ フ 外 「ハ

2 土墳 甕 (200) 獲色 口縁 ;ヨ コナデ 内 iヘ ラタズ , 外 「ハク 来付着

3 土墳 甕 (150) 明黄褐色 内外 :ヨ コナデ

4 土墳 甕 (180) 橙 色

土墳 甕 黄橙色 日縁 :ヨ コナデ  内 :ヘラケズ リ

6 土 墳 士電 (190) 黄橙色

7 土墳 重 (223) 橙 色

土墳 重 (170) 橙色

9 土墳 甕 (70) 橙色 内 :ヘラケズリ 外 ハイオ 来付着

土渡 壺 (100) 明黄褐色 内 :ヘラケズリ 外 ハ ケ

上噴 器 台 橙 色 外 :ナデ 駕帯に波状文

上残2 甕 (148) にぶい黄橙色 口縁 :ヨ ヨナデ 内 :ヘラクズリ 棠付着

上噴2 甕 黄橙色 内 :ヘラケズリ 外 ハ ク

土墳2 甕 明赤褐色

土墳5 甕 明赤掲色 内 :ヘ ラケズ リ 外 :タ タキ 来付着

土墳7 高イ 明黄掲色 内 :ヘラケズ リ 外 :ヘラミガキ

土墳 7 甕 明黄掲色 内 :ヘ ラケ ズ リ 外 :ヨ ヨナデ

土墳7 鼓形器台 (200) 明黄褐色 内 :ヘ ラケズ リ 外 :ヨ ヨナデ

土墳7 鼓形器台 (22 0) 明黄褐色 内外 :ヨ コナデ

土墳7 鼓形器台 明黄褐色

土壌 8 蓋 (140) 灰 白色 内外 :ヨ コナデ

土墳8 蓋 青灰色 内外 :ヨ コナデ

柱穴6 甕 黄橙色 内外 :ヨ コナ デ

住居 1 重 明黄橙色

住 居 1 甕 (260) 黄橙色 内 ハ ク 外 :ヨ コナデ

金属製品

掲載番号 遺構名 器種 材質
計測値 (cm)。 重さ (g)

時期 備考
最大長 最大幅 最大厚 重 さ

Ml 墓 銭 貨 銅 2 34 1 18世紀 寛永通宝

M2 墓 銭貨 銅 2 32 18世紀 寛永通宝

M3 墓 銭貨 銅

M4 墓 銭貨 銅 2 76 0 17 月治6年 (1873)～ 明治 21年 (1888)発 行 1銭貨

1ヽ5 墓 キセル 銅 14 38 0.58
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第 6章 追坊師A遺跡

第 1節 遺跡の概要

追坊師A遺跡は、津山市領家 1378-1に所在 し、新クリーンセンター建設予定地北辺から

南東にのびる丘陵上に位置す る畔田遺跡あた りか ら南に派生す る尾根の西側斜面に位置す

る。

遺跡の範囲の標高は約 151～ 158mである。遺構は、東か ら西に向か う溝 2条 と土墳 2基

を検出 しているのみであ り、検出できた遺構は多 くない。

なお、他に数基の上墳及び柱穴 と思われるものを検出 しているが、遺物等の出上がなく

詳細は不明である。これ らのものは、第 1図 の遺構配置図に位置のみを記 している。(平井 )

Y=38360

――一―――x lo3470

SE1/400

第 1図 追坊師A遺跡遺構配置図
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第 2節 検出された遺構と遺物

溝 1(第 2・ 4図 )

調査区北辺に位置 し、溝は東西に流走 している。溝の幅は、70～ 1 30 cIIlを 測 り、深 さは

5～ 55 cm程度残存 していた。埋土は、基本的に単層である。遺物は 1の甕が 1点のみ出土

してお り、時期は弥生時代後期 中葉 と考えられる。

溝 2(第 3・ 5図 )

調査区中央部に位置 し、溝は東西に流走 している。溝の幅は 64～ 1 50 cIIlを 測 り、深 さは、

8～ 24 cIIl程度残存 していた。埋土は、基本的には 2層 に分けることができる。また、土層

の状況か ら具体的な年代は不明であるが、一度埋没 した溝の掘 り直 しが行われていたこと

が分かつた。遺物は埋土か ら、 2の高不、 3の不蓋が出上 してお り、 7世紀後半か ら8世

紀前半に比定 される。

―――L=156 400m

～

――L=154 100m

ノ
て

イ

明茶褐色砂質土
茶禍色砂質土
黒色砂質上 (やや粘質)

茶褐色砂質土 (やや粘質)

茶褐色土
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第 3図 蒲
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土境 1(第 6図 )

調査区北部の西斜面に位置 し、平面形は径約 100 clllの 不定形の上墳である。検出面か ら

の深 さは、1 2 clllを 測る。また床面南側に径 40 clll深 さ 1 0 cIIl程 度のくばみがある。出土遺物

がなく時期等の詳細は明 らかにできなかつた。

上境 2(第 7図 )

調査区南側の斜面に位置 し、平面形は 75× 80 cmの 円形を呈す る。検出面からの深 さは 18

cmを測る。土層の観察から柱抜取痕の存在 も考えられる。ただ し、同様の上墳を周辺で検

出す ることができず、詳細は不明。出土遺物もなく時期等 も明らかにできなかつた。

――L=155300m

L=154300m

1

2

径≡壬≧上塁≡≡諷 r:5!m
3     s=1/4

第 5図 溝 2出土遺物第 4図 溝 1出土遺物

第 6図 土墳 1

茶褐色砂質土 (やや粘質)

黒色粘質上 (下部で黄褐色砂質上を含む)

0              1m

第 7図 土壊 2  S=1/40

第 3節 まとめ

今回調査 した調査区は、西に向か う急な斜面上に位置 してお り、検出できた遺構の うち

時期が推定できる溝 1は弥生時代後期中葉で、溝 2は 7世紀後半か ら8世紀前半のもので

あるが、その他に目立った遺構は検出されず、そのため、各遺構 どうしの関連や、各時期

における様相などの詳細を明 らかにすることができなかつた。(平井 )

撃欝萎峰難量 r : lμ
S=1/40
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土器

表 1 追坊師A遺跡遺構一覧表

表2 追坊師A遺跡遺物観察表

土壌

齢 名 平歯形 長袖 (cnJ 短軸 (oml 深 さ(cmJ 時 期 備考

上接 1 不定形

土携 2 円形

揚載番号 離 名 維
計測値 (c五) (う 敵荊

色 調 形態 ,手法の特徴 備考
日径 底径 器高

1 I欝争1 密 浅責橙色 :ヽヘ ヲ′ズ)舛
`ヘ

ラミVI 口議ヽ回線文

2 溝 2 再郷 にぶい橙色 勺外 :ヨ ヨナデ 外 :カ キヨ

3 将尊2 不蓋 (14.0 天色 内外 :ヨ コナデ
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第 7章 黒岩遺跡

第 1節 調査の概要

1.は じめに

黒岩遺跡は、津山市領家の北西か らのびる標高 159mの 丘陵上に位置す る遺跡である。

丘陵は、北西か ら南西方向に向かつてなだ らかにのびてお り、頂上か ら北東にかけては大

きく削平を受けているため急傾斜になっている (第 1図 )。

この丘陵は、1997年 に開発予定があ り、丘陵頂部を中心 として十字に トレンチを設定 し、

試掘調査を実施 した経緯がある。その際、 トレンチ内か ら弥生時代後期後葉の上器が多数

出上 したことか ら、この丘陵上には弥生時代の墳墓群が存在す ると推測 されていた (1997

年試掘調査時の出土遺物については、第 2節で記述する)。

今回、ク リーンセンター建設に伴い、黒岩遺跡の存在す る丘陵全体が再び開発行為の対

象 となつたため、事前に全面調査を実施する運び となった。

調査の結果、丘陵上には多数の遺構が残つていたことが明 らかになった。遺構のほとん

どは、頂上付近か ら2mの標高差の地点内の丘陵頂部を中心に検出された。丘陵の頂部で

は遺構は表土直下の遺構 (以 下、上層遺構 とす る)、 及びそこか ら 10 cm程 度掘 り下げた と

ころで検出された遺構 (以 下、下層遺構 とす る)と に分けられる。丘陵の下位部分には遺

構はほとんどみ られなかつたが、一部古墳時代の遺構が存在 したことが判明 した。丘陵の

西側部分は削平を受けているため、遺構は全 くみ られなかった。また、丘陵尾根がのびる

南側部分についても、遺構は存在 しなかつた。

検出 した丘陵頂部付近の遺構の うち、下層か らは弥生時代後期の墳墓群が良好な状態で

遺存 していた。 これは、美作地域における墳墓のあ り方を良好に示す ものとして貴重な発

見である。 さらに、古墳時代の遺構 としては、中期の箱式石棺墓や土器棺墓などが発見 さ

れた。 これにより、黒岩遺跡の存在す る丘陵は、弥生時代か ら古墳時代にかけての墓域 と

して利用 されていたことが明 らかになった。

2 調査区の設定

調査の実施にあた り、土層観察用のアゼを丘陵頂部を中心にして十字に残 し、それぞれ

の区域をA区～D区の 4箇所に分けた。後述す る出土遺物は、この区割 ごとに記述を行つ

ている。土層観察用のアゼは、丘陵頂部の地形の概ね長軸 と短軸に設定 し、北をA区、東

をB区、南をC区、西をD区 とした (第 2図 )。 基本層序は、表土が 10～ 20 cmあ り、その

下は暗灰色土がほば全体にみ られる。上層で検出された土坑は表上下でみ られる。暗灰色

上の下は黄褐色粘質上である。 この層は場所により検出されず、暗灰色上の直下で地山に

達するところもみ られる。丘陵頂部ではこの層を地山まで掘削 した段階で下層遺構が検出

された。また、表上下の暗灰色土を掘削す る段階で、後述す る土墳墓群に供献 された と考

えられる土器が多数出上 した。
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第 2図 調査区割図及び 1997年調査時の トレンチ配置図

なお、弥生時代の遺構については上層 と下層にわけて記述 しているが、上層 と下層に分

けられ るのは丘陵頂部のみであ り、頂部か ら下がつた ところで検出された遺構については

遺構は 1層 のみであつた。 これ らの遺構については、下層の遺構 と同時期の中で考えるべ

きものであるため、いずれ も下層の遺構に含めて報告を行 う。(豊 島 )
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第 2節 弥生時代の遺構と遺物

1 上層の遺構 (第 5図 )

土墳が 7基検出された。 これ らの上墳はすべて丘陵の頂部付近に位置す る。土墳は円及

び精 円形のもの、不整形のものなど様々である。

土墳 1の直上や、土墳 7で弥生時代後期の上器が出土 したが、それ以外は遺物はなく、

時期を特定できなかつた。また、土噴 1出 上の上器 についても、底面か ら浮いた状態での

出上であることか ら、遺構に伴 うものであるかは不明である。

2.下層の遺構

発見された遺構は、方形台状墓 4基、これに伴 う土墳墓が 48基、土器棺墓 1基、溝など

で区画 されない部分に位置する土墳墓が 31基である (第 6・ 7図 )。 埋葬施設の総数は 80

である。 これ らの遺構の うち、丘陵頂部か らやや下がつた ところに位置す る土器棺墓及び

方形台状墓に伴 う溝については、上層 。下層の区別はないが、墳墓群の遺構であるため下

層遺構 として一括 して取 り扱 う。上墳墓群は、上層の遺構検出時には表出してお らず、上

層の遺構検出の後、堆積 していた黄褐色粘質土を 10～ 20 cm程 度掘削した段階で検出された。

土墳墓群については、方形台状墓に伴って築かれたものの他に、 EXl画 されない部分に築

羽‖匡

S=1/200

_///   ´/=テ ク
/

第 5図 上層遺構平面図
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第 6図 黒岩遺跡平面図
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S=1/100
第フ図 黒岩遺跡下層遺構拡大図



かれたものが存在するため、検出位置や主軸方向などか ら3つの群に分けた (第 8図 )。 こ

れ らについては、群 ごとに記述する。

A群 (土境墓 1～ 8)(第 9・ 10図 )

丘陵の頂部か ら少 し南東に下がつた部分に集 中してみ られる一群である。中でも土墳墓

1～ 5は墓墳が良好な状態で残っている。 これ らは本遺跡で検出された多 くの上墳墓の様

相 とは異な り、すべての墓壊内に直径 20～ 30 cm程度の石が墓墳床面か ら浮いた状態で検

出されている。やや小型の上墳墓 5を 除き、墓墳底の長 さは 140～ 160 cm、 幅 60～ 7 0 clll

の範囲にお さまる規模である。墓噴の主軸方向は統一 されていないが、地形に沿つて作 ら

れているような印象を受ける。土噴墓 1は他の 2～ 5ほ ど多 くの石は検出されていないが、

0                     10m

第 8図 黒岩遺跡遺構群分け図 (S=1:400)

土墳墓 1

(古墳時代)

方形台状墓 1

方形 台状 墓 2

方形台状墓 3
方形台状墓 4
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第 9図 土墳墓 1～ 5平面・断面図

墓墳の四隅に石がみ られる。土墳墓 2は墓噴床面か ら浮いた状態で多 くの石が検出された。

石を取 り除 くと土墳墓 1同様、墓墳の隅に石がみ られるが、四隅すべてではない。土壊墓

3は、土壌墓 2と 同様、石が検出されているが、墓墳の全面には及んでお らず、北側半分

に偏つた状態でみ られる。また、この中には墓墳の隅に置かれた石 も含まれている。墓噴

の南側半分には、短辺の隅に 1つずつ、墓墳床面か ら浮いた状態で石が検出されている。

土墳墓 4は 、土墳墓 2と 類似 したあ り方を示 してお り、石が多 くみ られたほか、四隅にも

石が置かれていたことが推沢1さ れる。土墳墓 5は残 りの良い 5基の うち最 も小型で、墓墳
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底の長 さ 100 cm、 幅 48 clllを 測 る。床面から浮いた状態でみ られる石は土墳墓 2や 4よ り少

ないが、墓墳の四隅に石が置かれていたことが検出状況からわかる。

これ らの上墳墓か らは、出土遺物はほとん どなく、土墳墓 4か ら弥生土器の小片が出土

したのみであつた。

土墳墓 1～ 5の大きな特徴 としては、土墳墓 1以外は墓墳上に多 くの石が検出されたこ

と、墓墳の四隅に石を据えた と考えられることがあげられる。墓崚内に木棺の存在を示す

ような痕跡はないが、これまでの調査例か ら推沢1す ると、墓噴内にみ られ る多数の石は墓

墳を掘削 し、木棺が据えられた後に、墓墳上に置かれた石 と考えられ る。また、墓墳隅に

据えられた石は、本棺の支えの石 と推測 され る。

土壊墓 6～ 8は 1～ 5の 北東部にある。いずれ も方形台状墓に伴 う溝によって部分的に

削平 されているため遺存状態は悪 く、全体の形を復元することが困難であるが、土墳墓 2

～ 5で検出されたものと同様に石が遺存 していたことか らその痕跡 を確認することができ

た。土壊墓 6は 、土墳墓 1の北側に位置 し、西半分を方形台状墓に伴 う溝 3に よつて切 ら

れている。遺存する東側部分には一辺 10～ 20 cm程度の石が墓墳床面か ら浮いた状態で検

出された。墓墳の幅は 9 5 cIIl、 残存す る深 さは 9 clllで ある。土墳墓 7は溝 3の底部でわずか

に確認 された遺構で、土噴墓であるかは判然 としないが、周辺に墓墳上に石を伴 う土墳墓

が検出されていることなどか ら土墳墓 と判断 した。溝 3と の前後関係については、溝 3の

埋土を掘削 した段階で発見 されたため、土墳墓 7が溝 3に よつて切 られているもの と推測

され る。上獲墓 7の東側には石がまとまった状態で検出されているが、これ らの一部は土

墳墓 7に伴 うものである可能性 も考えられる。土墳墓 8は溝 3の 中で検出されたもので墓

獲の外形ラインがわずかに残 る。墓墳上には石がみ られるが、これ らは溝 3に伴 う石列、

あるいは石列が動いたものである可能性 も考えられるため、土噴墓 8に伴 うものであるか

は不明である。

以上の埋葬施設の うち、土墳墓 1～ 7に ついては、墓墳上に石を伴 うもので、一つのま

とま りをもつて構成 されている群 ととらえることができる。 8については、遺存状態が悪

いため詳細は不明である。

これ らの上墳墓か らは出土遺物はみ られなかった。

B群  (上境墓 10～ 23・ 66・ 土器棺墓 1)

丘陵の北西斜面に位置する土墳墓の一群である。墓壊はいずれも主軸が尾根に直交す る

方向で築かれている。 この うち、土墳墓 18～ 23は方形台状墓 1に伴 うと考えられる溝 1

を切 る形で築かれている。

①土境墓 10～ 13(第 11・ 12図 )

土墳墓 10及び 13は丘陵で確認された土壊墓群の中でも大型の墓張をもち、墓墳の全長

はいずれも 260 cmで 、幅が土墳墓 10が 156 cm、 土墳墓 13が 148 cmを はかる。いずれも墓

墳両端に木棺を据えた小日溝の痕跡がみられる。土墳墓 10は墓墳底部の中心付近に段差が

みられるほか、南東小日付近が一段高くなつているところがみられる。土墳墓 13は規模、

主軸方向が上墳墓 10と ほぼ同じであることから、同時期に並列して築かれたと考えられる。
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1暗黄褐色土・晴茶褐色土混 (■墳墓7埋土)

2暗茶褐色上 (溝3埋土)

第 10図  土嬢墓 6～ 9、 溝 3平面・断面図
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土墳墓 H、 12は切 り合ってお り、Hが 古 く、12が 新 しい。墓墳全長は 11が 126 cm、 12

が 96 cmと 、土墳墓の中では規模の小 さいものである。Hに は墓墳両端にしつか りとした

小 口溝がみ られるが、12に は小 日溝がなく、墓墳上には、墓標 と推測 される石が 1個 、床

面か ら浮いた状態でみ られ る。

出土遺物は少なく、土墳墓 Hか らは、壺の口縁部が出上 している (第 12図 1)。 端部が

わずかに外反するものである。弥生時代後期に位置づけられる。また、図示できなかったが、

土墳墓 13か らも弥生土器 と考えられ る小片が出土 した。

②土墳墓 14～ 17(第 13図 )

土墳墓 14、 15と 土墳墓 16、 17はそれぞれ並列 しており、16、 17の斜面下に 14、 15が

築かれている。 14、 15は 削平のため全体の規模は不明であるが、片側に小口溝があり、

５９ｍ

一　

　

Ｃ

d          d'

茶褐色土

f'

1‖

S=1/40

第 11図  土渡墓 10～ 13平面・断面図
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周辺の上墳墓の様相か ら、本来は両側に小 日滞 をもつ も

のであった と推測 され る。16、 17も 、両側 に木棺を固定

す るための小 日溝が両側にみ られる土墳墓である。墓墳

規模や主軸がほぼ同 じであることか ら、同時期に築かれ

た と考えられる。なお、16の上層か らは、須恵器の甕 と

土師器の甕を合わせ 日に した古墳時代の上器棺墓が検出

されている。

土墳墓 14～ 17か らは、出土遺物は全 くみ られなかっ

た。

③土境墓 66(第 14図 )

土墳墓 16の北側 lmの ところに位置する土墳墓である。全長 266 clll、 幅 85 cIIlを はかる。

墓墳両TRll底 部に木棺の小 日溝 と思われる痕跡が確認できるが、西側小 日のものは掘方が円

形であ り、小 日溝 とするのにはややいびつである。

e― ③
b_

C

158 5m

第 13図  土境墓 14～ 17平面・断面図

1

0               10cm
l               l

S=1/4

第 12図 上渡墓 11出土遺物

妖
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∩

）

S=1/40
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◎ ＼

出土遺物はみ られなかっ

た。

④土境墓 18～ 23(第 15・

16図 )

すべて区画溝 1と 切 り合  a_
つている土墳墓の一群であ

る。土層の観察により、溝

1が埋まった後に土壌墓の

掘削が行われていることか  1聖

ら、溝 1の方が古 く、土墳

墓群の方が新 しいことが分

かる。土壊墓 20、 21につい

ては溝 1と の前後関係は不

明であるが、埋葬施設の方

向や位置関係か ら判断する
第 14図  土墳墓 66平面 工断面図

と、20、 21に ついても溝 1よ りも新 しい と推測 される。土墳墓 18、 19は溝 1に ほぼ直交

して検出された。土墳墓 19は墓墳底が一段掘 りくばめられている。ともに両側に小 口溝が

み られる。土墳墓 18は全長約 2 2 0 clll、 幅 73 cm(遺 存部 )、 土墳墓 19は全長 228 cIIl、 幅 103

cmを測る。上墳墓 20、 21は溝 1の 北東部、丘陵頂部か ら北斜面に至る直前の部分に位置 し、

いずれ も溝 1に 直交する。土墳墓 21は 両側小 口に溝をもつが、土墳墓 20は検出できた部

分か らは小 口溝は検出されなかった。土墳墓 22、 23は 、溝 1の南西側で溝 1に 直交する土

墳墓で、切 り合い関係から溝 1よ りも新 しく位置づけられる。土墳墓 22は推定長 235 cm以 上、

土噴墓 23は推定長 1 3 5 clllで 、 ともに両側に小 口溝を有する。

土壌墓 18～ 23か らは出土遺物はみ られなかった。

⑤土器棺墓 1(第 17図 )

土墳墓 16、 17の 東約 0。 6mの ところに位置 し、底部を南に向けた状態で検出された壺棺

である。検出時は既に全林の半分を欠いた状態であつた。壺は口径 18.5 cm、 底径 12.8 cm、

高さ 50。 9 cmを測る。口縁部には 3条の沈線が施 されている。体部全体にはハケロが施 され、

片部には S字文を横にして連続 させたような模様がヘラ描によって描かれている。内面は

口頸部はナデで、一部指押 さえの痕跡が残 る。体部の最大径 より下部はヘ ラ削 りである。

壺の時期は弥生時代後期前葉に位置づけられると考えられ、土墳墓群の年代 よりやや遡 る

ものである。出土遺物はみ られなかった。

方形台状墓 1(第 7・ 10図 、第 18図 ～ 29図 )

丘陵の最高位 に位置 し、遺跡の中心をなす墳墓で、溝 1～ 4に よって区画 されている。

盛土はなく、地山を削 り出 して造成 されたものと考えられる。溝で区画 された内側には、

土墳墓がほとんど隙間のない状態で配置 されている。その数は全部で 34基である。溝 1を

除き、各溝には所々で列石が遺存 してお り、本来は溝 と列石によって区画 されていた墳墓
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第 15図 土墳墓 18～ 21・ 24・ 25平面 日断面図
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S=1/40

第 16図 土境墓 22・ 23平面・断面図

であったことが分かる。

溝 1(第 18・ 19図 )

墓の北西部を区画する溝で、長 さ約 6m、 幅 2～ 2.5m、 深 さは約 0.5mを はかる。溝 1

に直交す る形で土噴墓 18～ 23が検出されているが、土層の観察か らは溝 1が埋まった段

階で土墳墓の掘削がなされていることか ら、これ らの上墳墓は溝 1の存続時期にはなかっ

た土墳墓である。溝の断面形は浅い レンズ状であるが、両端の立ち上が り部分にテラス状

の平坦面をもつ。これは、溝の北側部分で明瞭にみられ、溝の南側部分では土墳墓 と切 り合っ

ているため、検出されなかった。北側の平坦面には、部分的に列石が残っている箇所がみ

られる。列石は 2箇所で残つてお り、石は 20～ 30 cmの 河原石が 3個、もう1箇所では同

大の 2個の河原石が ともに面を南東側に向けて立て並べ られている。 2箇所 とも方形台状

墓の内側に向けて並んでお り、他の箇所で検出された列石が方形台状墓の外側に面を向け

て並べ られている状況 とは異なっている。

出土遺物はほとんどなく、土器の底都片が出上 したのみである (第 19図 1)。

溝 2(第 20・ 21図 )

溝 2は、方形台状墓 1の北東部を区画する溝である。残存する長 さ7.3m、 幅 0.4～ 0.6m、
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第 17図 土器棺墓 1平面 口断面図 (上 )
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5暗黄褐色土 (地山のレキ含む)

6黄掲色砂質上
7暗茶褐色土 (地山のレキ含む)

(上渡墓18・ 19,24・ 25埋止)
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第 18図  方形台状墓 1 溝 1平面 E断面図

b
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深 さは残 りの良い ところで約 0.25mを測 る。溝の西半分は土

墳墓 58、 59に切 られてお り、東側の端は緩やかに北に向かつ

てカーブを描いている。溝の南側、つま り方形台状墓 1の 内

側には、溝に沿つて列石が検出された。列石は一部動いてい

るものはあるが、河原石及び周辺の石を立て並べたよ うな状

態で、方形台状墓の外側に向けて面をそろえて 3m程度残つ

ている。

158 2m L

0

S=1/20

S=1/4

第 19図 溝 1出土遺物

Ｅ
Ｏ
い
一

158m                        =

lm

S=1/40

第 20図 方形台状墓 1 溝 2平面 H断面図
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出土遺物は、溝の埋土直上か ら長頸壺の頸部片が出

上 している。頸部に凹線文 2条 が 3段 に施 され、その

間には鋸歯文が施 されてお り、内面は指ナデの痕跡が

み られ る (第 21図 1)。 時期は弥生時代後期中葉に位

置づけられ よう。

溝 3(第 10,22図 )

方形台状墓 1の南東部を区画する溝で、長 さ 8.5m、

幅 1.85～ 2m、 残存す る深 さは 0。 1～ 0,2mを測る。

溝 3は土墳墓 6～ 9が切 り合い関係にある。土墳墓 6・

7に ついては先述のとお り、墓墳上に石 を伴 う土墳墓

S=1/4

第 21図 溝 2出土遺物

′癖 弐
3

渭 圭ぐ
工
一
ウ
一

0                1ocm
I              I

S=1/4

第 22図 溝 3出土遺物
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である可能性が考えられる。土墳墓 8は わずかに痕跡が残 るのみであるため不明だが、土

羨墓 9は、方形台状墓 1内 にある土墳墓 と同タイプの両小 口に溝をもつものであることか

ら、方形台状墓 1に ともな う埋葬施設 と判断できる。溝の西側には石が所々で検出されて

いるが、溝に伴 う列石 として原位置を保つているのは土噴墓 8の西側のものや、その北側

にみ られる 4個 の石が想定 される。 これ らはすべて南東側 (方形台状墓の外側)に 面をそ

ろえている。列石は河原石は少なく、角礫が多 く用い られている。

溝 3か らは、一定量の上器が出土 した (第 22図 )。 小型の短頸壺 (1・ 2)は外面ハケで、

1の 内面はヘ ラ削 り、 2の 内面は指押 さえがみ られる。二重 口縁のを (3～ 5)の うち、

5は外反す る口縁部をもち、体部の中央が大きく張つている。 6・ 7は甕の底部である。

6は 内面のみ丹塗 りである。 7の外面はタテハケ、内面はヘ ラ削 りである。 8～ Hは器台

あるいは装飾壺の口縁部である。すべて二重 口縁部分に鋸歯文が施 されている。12は器台

の底部である。 6は 内面丹塗 りである。 これ らの土器は概ね弥生時代後期中葉に位置づけ

られる。

溝 4(第 23図 )

溝 4は部分的な検出であるが、方形台状墓の南西側を区画する溝である。長 さ約 12mで 、

溝 5及び溝 6と 重複 しているため、幅は不明であ り、深 さは判明 しているところで 0.lm

である。溝の東側は残存状況が悪いため確認できないが、溝の西端部において列石が検出

された。石は溝の内側 に長 さ 2.3mに わたつて部分的にみ られ、河原石を使用 してお り、

面をすべて南側、つま り方形台状墓 1の外側に向けて並べ られていた。

出土遺物は、溝 4の東半部に溝 5が あり、そこか らの出土遺物 との区別が付きにくいが、

溝 5と 重複 していない西半部か らの出土遺物はみ られなかつたことか ら、溝 4か らの出土

遺物はみ られなかった と判断 した。

これ らの溝で区画 された方形台状墓 1の規模は、溝 2-溝 4、 及び溝 1-溝 3を 方形台

状墓 1の 区画 と考えると、北東一南西 14.4m、 北西一南東 11.8～ 12,7mと なる。

方形台状墓 1に伴 う埋葬施設 (第 10・ 15・ 24～ 29図 )

方形台状墓 1内 で検出された埋葬施設は、溝で区画 された空間の内部及び溝内に築かれ

たものを合わせ ると、土墳墓 9、 24～ 53、 55～ 57の全部で 34基 と推沢Jさ れ る。 これ ら

の上崚墓は概ね北東一南西方向、北西一南東方向の 2方 向に主軸をもつものが大半を占め

るが、一部異なる方向のものもあ り、区画内に隙間なく墓が築かれていることが分かる。

主軸方向の中心は方形台状墓の区画溝 2、 4に平行する向きである北西一南東方向である。

この方向はすなわち丘陵の尾根方向に並行 している。 もう一つの主軸方向は北東一南西方

向で、先の主軸 と直交す る向きである。以下、各土墳墓についてみてい く。

①土墳墓 9(第 10図 )

土墳墓 9は、溝 3に 重なった状態で検出され、その前後関係は不明である。墓墳は全長

266 cm、 幅 88 cmを はかる長方形で、墓墳の両小口部には木棺の側板を支える小口板の痕跡

である小口溝を有する。
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1茶褐色上 (溝 4埋土)2晴茶褐色土 (土壌埋土)

第 23図 方形台状墓 1 溝 4平面・断面図

②土墳墓 24、 25(第 15図 )

方形台状墓 1の北隅にみられる土墳墓である。方形台状墓内の多くの上墳墓群 とはやや

主軸方向が異なり、南北方向に近い主軸をもつ土墳墓である。土墳墓 24は全長 1 05 clll、 25

が 133 cmを 測るやや小型のものである。
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第 24図 土墳墓 26～ 31平面・断面図

③土渡墓 26～ 31(第 24図 )

方形台状墓 1の西隅にみ られる土墳墓群である。26は溝 1を切つていることか ら、溝が

埋まった後に築かれている。26、 27と もに主軸を北東一南西方向に向けている。28及び 30

は主軸が斜め方向に向く。29は全長 98 cIIlと 小型の上墳墓である。31は 27と 一部重複 して

お り、27が 31を切つている。一部削平を受けている 30や 27と 重複する 31を 除き、墓墳

内に小 口溝 を有する。

④土嬢墓 32～ 39(第 25図 )

方形台状墓 1の ほぼ中心に位置する土墳墓群である。溝 1を切 る 33が わずかに主軸が異

なるが、それ以外のものはすべて主な主軸方向である北西一南東方向に主軸を向けた土噴

墓群である。すべて墓墳の両側に小 日溝をもつ。37～ 39は 台状墓のほぼ中心に位置 し、

全長 2 50 cIIIを 超える大型の土墳墓である。37の墓壊底部には小 口溝の幅に沿つて一段低 く

なっている箇所がみ られる。これは墓墳に据えられた木棺の側板の痕跡 と推測 される。34、

35は それぞれ全長 H5clll、 1 32 clllと 小型のものである。

1 茶褐色土
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1暗茶褐色土 第 25図 土墳墓 32～ 39平面・断面図
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第 26図 土境墓 40～ 44平面・断面図

⑤土渡墓 40～ 44(第 26図 )

方形台状墓 1の東隅に位置する土墳墓である。43を 除き、北東一南西方向に主軸をほぼ

そろえている。40、 41は縦に 2つ並んだ状態で築かれている。43は 40と 42の 間にみられ

るが、他の上墳墓とは様相が異なり、墓壊内部に河原石が立て並べられた状態で検出された。

この石が墓標のような意味をもつのかは不明である。43以外はすべて墓墳の両側に小口溝

を有する。

⑥土墳墓 45～ 48(第 27図 )

方形台状墓 1の 中心から南側にかけて築かれた土墳墓である。主軸方向はすべて北西―

南東方向である。45は 39に 隣接 し、部分的に 28や 41と 接するが新旧関係は不明である。

47と 48の 新旧関係についても明瞭ではない。規模は 47が 最大で、全長 300 clllを 測る。

②土境墓 49～ 53(第 28図 )

方形台状墓 1の南隅に築かれた土墳墓である。49、 52が北東―南西方向、51、 53が北西
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第 27図 土境墓 45～ 48平面・断面図

一南東方向にそれぞれ主軸をもつ。49は全長 224 cm、 幅 122 cmの 大型の墓墳である。この

中で、50のみ斜め方向に墓墳が築かれている。50の墓噴底には、小日溝の幅で一段低くなって

いる。これは土墳墓 37と 同様であ り、木棺の側板の痕跡 と推測 される。その他の上墳墓に

も小 口溝がみ られる。

土墳墓 54は方形台状墓 2に伴 うと考えられる埋葬施設であるため、後述する。

③土娘墓 55～ 57(第 29図 )

方形台状墓 1の北東に位置 し、主軸をすべて北西―南東に向けた土墳墓である。 56、 57

はやや小型でそれぞれ全長 1 56 cIIl、 188 cmで ある。56～ 58すべて墓墳に小 口溝 を有す る。

以上、方形台状墓 1に伴 うと考 え られ る 34の埋葬施設 についてみてきた。 この うち、方

形台状墓のほぼ中央 に築かれてい るものは主軸 を北西 ―南東方 向に向ける土墳墓 37～ 39、
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第 29図 土境墓 55～ 57平面 日断面図

45な どで、墓墳の全長は 250 clllを 超える。これ ら3基の周囲には、同じく主軸を北西一南

東方向に向ける土墳墓 37及び小型の 34が 38に隣接 し、その北東 0.5mほ ど間隔を空けて

55～ 57が ある。また、土墳墓 45の 南西 0。 5mの ところに隣接 して 46～ 48が み られる。

北西部、溝 1に近い部分には土壌墓 31～ 33、 35、 36な どがある。 これ らと直交する向き

に主軸をもつ埋葬施設は、中心に位置する埋葬施設の隙間を埋めるような形で配 されてお

り、主に南東側でみ られる。土噴墓 40～ 42、 44、 49、 52な どがこれにあた り、溝 3内 に

位置する土墳墓 8な ども同様の向きを示 している。北西側で同様の主軸方向を示すのは土

渡墓 26、 27、 29な どである。

区画内には、直交関係 にある土墳墓がほとんどの割合を示すが、一部斜め方向に主軸を

もつものがある。その上墳墓は区画内の隅にみ られ、北隅の上墳墓 24、 25、 西隅の上噴墓

28、 30、 南隅の上墳墓 50な どがあげられる。これ らの上墳墓の配置は、方形台状墓 1の性

格を考える上で重要な埋葬配置であると考える。

土墳墓群の墓墳をみると、墓噴の片側のみに小 口溝 をもつもの、あるいは一部判明 して

いないものもなどはあるが、短辺の両側に小 日溝をもつ ものが大半を占めることがわかる。

土噴墓埋土中か らの出土遺物はほとんどなく、土憤墓 37、 50及び 53か ら弥生土器の小

片が出上 した以外はみ られなかった。

C群 (上境墓 58～ 65)(第 30～ 33図 )

方形台状墓 1の北西部を画する溝 2か らlm程離れた地点に、主軸を北西―南東方向に
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向けた土墳墓 58～ 65か らなる一群がある。いずれの上墳墓からも遺物は出上しなかつた。

①土境墓墳墓 58H59(第 30図 )

方形台状墓 1の ある丘陵から少し下がつたところに位置する土墳墓である。溝 2の西側

を切る形で築かれている。59は遺存状況が悪く、全体の形が明確ではない。58は全長 210

cmを はかる。58の 墓墳上には河原石が床面から浮いた状態で検出された。この河原石は墓

渡上に墓標 として置かれたと考えられる。59の 上面にも石がみられるが、方形台状墓を構

157亜 .ぃ

0

157 5m

b  げ

第 30図 土壊墓 58・ 59平面・断面図

Ыξ  _ィ」
?           lm

S=1/40

14-     
『

言   ゴ

♀           十m

S=1/40

第 31図 土渡墓 60・ 61平面・断面図
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第 32図 土墳墓 62～ 64平面 口断面図

成する列石が転落 したものと推測される。 ともに小日溝はみられない。

②土墳墓 60～ 64(第 31、 32図 )

主軸をほぼ同じくする土墳墓群で、すべて墓墳の両側に小日溝をもつタイプのものから

構成される。土墳墓 63、 64の 墓墳上には一辺 30 cIIl程度の河原石が床面から浮いた状態で

みられることから、土墳墓 58同様、墓標 として置かれたものと考えられる。60は全長

1 1 9 clllと 小型であるが、土墳墓 62～ 64は全長 220～ 230 clll前 後で同大である。

③土境墓 65(第 33図 )

土墳墓 62～ 64か ら 1.5m離れたところ、丘陵の最も低いところで検出された。全長

284 cIIIと 大型で、両側に小 日溝をもつ。
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第 33図 土墳墓 65平面 E断面図

方形台状墓 2(第 34～ 36図 )

方形台状墓 1の南東に接 し、溝 5に よつて区画 されている。盛土はなく、地山を削 りだ

して造成 されたと推測 される。規模は、北東一南西 5m、 北西一南東 6.2mである。方形台

状墓に伴 うと考えられる埋葬施設は全部で 5基あ り、その うち中心 となるものが 3基 (土墳

墓 67～ 69)南西一北東方向に並列 している。最 も大きなものは土墳墓 69で 、全長 350 clll、

幅 1 63 clllを 浪1る 。 これは本遺跡でみつかつた埋葬施設の中で最大である。墓墳内の床面に

は 20 cm X 10 cm程度の平 らな石が 2個、南西側に並んで置かれた状態でみつかつているこ

とか ら、これ らは枕石であると推浪Jさ れ、頭位方向は南西側であったことが分かる。墓墳

上に河原石が 3個 、浮いた状態でみつかつてお り、墓羨中心部の 2個 は墓標の石である可

能性 も考えられるが、南東側の 1つ は転落石であると考えられる。土墳墓 69に 隣接する土

墳墓 67も 全長 304 clllを 測る大型の上墳墓で、69同様、南西側に枕石 2個が並べて置かれ

ている。また、69の 北西側 に隣接す る土墳墓 68は、全長 1 8 5 clllと 他の 2基 に比べて小型

であ り、墓墳南西側に枕石 と考えられ る石が 1個置かれている。 これ らの 3基 は、配置や

埋上の状況か ら、同時期に築かれ、埋葬がなされた と考えられる。区画をなす溝 5は、斜

面の上側では浅い溝 として残つているが、台状墓の南東側では段 となってわずかにみ られ

るのみである。区画の北東側では溝に並行 して列石が釣状に残 る。列石は主に河原石か ら

な り、40 clll× 2 0 clll程 度の石を縦に並べている。列石は北東側で 2.5m、 南東側で 2m程度

遺存 しているが、両側でさらに続いていた と推測 される。方形台状墓の周囲 2箇所、列石

に沿つた形で土墳墓 54と 土墳墓 70が検出されている。土墳墓 54は溝 5内 に位置する全長

226 clllの 上墳墓で、小 口溝や枕石などはみ られない。上墳墓 70は南東部の列石に沿つて検

出されたもので、幅が狭 く、半分は削平により遺存 していないため、土墳墓であるか判別

が付きにくいが、ここでは土墳墓 と判断 した。

出土遺物は、溝 5埋土からまとまった量の上器が出上 している。1は長頸壺の頸部である。

口縁部を欠 き、頸部は 4段に刻まれた鋸歯文 と、その間に施 された 3段 の沈線文で加飾 さ

却
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「
堕

飾
一
ａ
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69‐
                        67

第 34図 方形台状墓 2(土境墓 54・ 67～ 70・ 溝 5)

1暗茶褐色上
2暗茶褐色土 (地山ブロック混)

平面 口断面図 (1)
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第 35図 方形台状墓 2(土境墓 67～ 70・ 溝 5)平画・断面図 (2)

れている。 2は二重 口縁の短頸壺である。 3～ 6は甕の口縁部で、やや外反あるいは外側

に拡張す る二重 口縁をもつ。 7は小型の甕である。 10か ら 13は低脚杯で、10はやや 口縁

部が外反 し、Hは 口縁部が直線的に広がる。13の 口縁部は不都 と口縁部 との間に明瞭な稜

をもつ。 14、 15は高杯の一部で、14の 外面は丹塗 りである。 16は 口縁部に沈線文が施 さ

れている。器台の 口縁部 と推測 される。 17は小型の器台で、 日縁部が鋸歯文で飾 られ る。

脚部の 3方向には円孔が穿たれている。18～ 22は鼓形器台である。いずれも筒部は短く太い。

18の器受部は外面・内面ともヘラミガキが施 されている。 19、 20、 22は器受部の一部及び

脚台部で、内面にヘ ラ削 りが施 されている。 このほか、方形台状墓内の上墳墓 67～ 69か

ら小型の甕の口縁部片、及び土墳墓 54か ら弥生土器の小片などが出土した。これ らの土器は、

1の長頸壺の頸部がわずかに上方に広がっていることや、17の 器台の形態や、奏の口縁部

形態などは後期中葉頃の特徴を備 えているが、鼓形器台の筒部が短い点等、後期後葉の特

徴 をもつ ものもある。

方形台状墓 3(第 37～ 39図 )

方形台状墓 2の北西側に隣接 して検出された方形台状墓である。方形台状墓 2と の間は

溝ではなく段状の区画があ り、斜面上側には方形台状墓 1に伴 う溝 4が ある。西側は削平

されているため、全体の形状は把握できないが、隅丸方形の区画になると推沢1さ れ、規模は、

北東一南西 6.4m、 北西―南東 6m以上になると考えられる。区画内で検出された埋葬施設

は、土墳墓 71～ 77の 7基であり、小型の上墳墓 75、 76も この区画内に入 るもの と推測 さ

れる。土墳墓 71～ 74は隅丸長方形の土墳墓 4つ が接 した状態で検出された。土墳墓 71は

73に切 られている。上噴墓 71と 72は 主軸が北東一南西方向であ り、土墳墓 73と 74は南

北にほぼ主軸方向がほぼ同じで並列 してみ られることか ら、それぞれ同時期に築かれたも

のである可能性が高い。よつて、築造順序は、71,72→ 73。 74と 推測 される。土墳墓の規

模は、ほぼ全体の形状が分かる土墳墓 73が全長 283 clllを 測る。これ らの上墳墓内には、一

辺 20～ 30 cm程度の河原石が墓墳床面か ら浮いた状態で検出されているが、これ らは斜面

-84-―



√

式
一

‥
洋

′

難 マ
＼

碇  陛 ジ
ガ

′

8

く更「
[三][三そ7ラ

″
11

華 菊

第 36図 方形台状墓 2
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溝 5出土遺物
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第 37図 方形台状墓 3(土墳墓 71～ 77)
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土娘墓 73・ 74上層出土遺物

0               5cm
l              l

S=1/2

第 39図 方形台状墓 3
土渡墓 72出 土遺物

第 38図 方形台状墓 3

上か らの転落石であるのか、元位置を保ち、墓標石のような役

割をもつものであったかは不明である。

出土遺物は、土噴墓 71～ 74の掘削中に出土 した弥生土器が

少数み られるほか、土墳墓 73、 74の上層で土器が出上 している

(第 38図 )ぅ 1は小型の甕で、外面 と内面に丹塗 りが施 されてい

る。実用品でなく、 ミニチュア品と考えられ る。 2、 3は甕の

日縁部 と考えられる。いずれ も外反する二重 口縁である。 4は

注 目土器の注 目部である。また、土墳墓 72か らは砥石が出上 し

ている (第 39図 )。 残存長は 4.2 cmで ある。 これ らの上器は甕

の口縁部の形状か ら弥生時代後期後葉のものと推沢1さ れる。

方形台状墓 4(第 40・ 41図 )

方形台状墓 3の斜面下に位置する方形台状墓で、南西側は削平を受けている。盛土はなく、

地山を削 り出して造成 されたと推測 される。規模は、北東一南西 3.8m以 上、北西―南東 7m

以上である。方形台状墓に伴 う埋葬施設は土墳墓 78のみであるが、中心か らやや南東方向

に寄っているため、本来は別に埋葬施設が存在 していた可能性がある。小 日部に僅かに段

がみ られるが、これが小 日溝であるかは不明である。また、この段に接 して 1 0 cIIl程 度の石

が 1個検出されてお り、これが枕石の一つである可能性がある。方形台状墓 4を 区画す る

溝 6は等高線に並行 して掘削 されてお り、南西に釣形に曲がる。残存長 7.5m、 幅 0。 9～

lmを測る。溝に沿つて列石がみ られ、遺存するのは等高線に平行 した方向で 3.4m、 釣形

に曲がつた南西部分で 1.6mである。方形台状墓 3と 異な り、河原石 よりも角礫が多 く使わ

れ、また、石を縦にして並べるのではなく、横方向にして並べ られている。

遺物は、溝 6か ら弥生土器が出土 している (第 41図 )。 1は長頸壺の体部につけられた

装飾部分 と推測 される。装飾部には爪形文のような刻 目が施 されている。2、 3は蓋である。

4は小型のをで、外側に大きく開く二重 口縁をもつ。 5は高杯の口縁部 と考えられ る。端

部に刻 目がみ られる。寮の形態か ら概ね弥生時代後期後葉のものと推測 される。

溝 7(第 42・ 43図 )

丘陵の北側斜面で検出された溝である。長 さは約 7.6m、 幅は丘陵上位で lm、 下位で

2.5mを測る。溝は、上端は土墳墓 58、 59の北側か ら検出され、下端は調査区外に延びる。
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第 41図 溝 6出土遺物

溝の性格は不明だが、 自然流路である可能性 も考えられる。

出土遺物は、調査区北端部か ら出上 した弥生土器の底部がある。上か らの流れ込み と考

えられ る (第 43図 1)。

3 丘陵頂部上層で出上 した弥生土器 (第 44～ 52図 )

本発掘調査によつてみつかつた方形台状墓内の土噴墓や、それ以外の上墳墓の埋土中か

らは出土遺物はほとん どみ られなかったが、表土除去後の暗灰色土中か ら多数の弥生土器

が出土 した。遺物の大半はこの段階で出土 したものである。 これ らの弥生土器は墓に供献

されたものと考えられるが、元位置をとどめているものはない。

出上 した弥生土器については、調査開始時に設定 したアゼを境にして区分 した区画 ごと

に報告す る。

また、1997年 に実施 された試掘調査時に出上 した土器についても、同 じ丘陵上に設定 さ

れた トレンチであるため、ここで報告す る。今回の調査 との対応関係は、 トレンチ 1(=

A区 )、 トレンチ 2(=B区 )、 トレンチ 3(=C区 )、 トレンチ 4(=D区 )と なる (第 44図 )。

A区 出土土器 (第 45図 )

丘陵北側部分を中心に出土 した土器である。 1～ 5は高杯である。 1は杯部の底に穿孔

がなされている。脚部には 4方向にスカシ孔がみ られ る。 3、 4の杯部は口縁部が大きく

外反す る。4の 高杯は、口縁部の立ち上が り部分が段をな してお り、円柱状の脚部をもつ。

口縁部付近 と杯部付近にそれぞれスカシ孔がみ られる。スカシ孔は口縁部に 4個 X4箇所、

杯部に 2個 × 3箇所でみ られる。 5は短 く直線的に開く高杯脚部である。 6は壺あるいは

甕の底部である。内面にヘ ラ削 りがみ られ る。7～ 19は器台である。 9、 11は 日縁部に大

きく櫛描波状文が描かれ、10、 12に は鋸歯文が描かれている。15、 16は器台の脚都中央付

近で、15に は突帯が巡 らされている。16は長方形のスカシ孔が 2段 にみ られ る。17～ 19

は小片であるが大型の器台の脚部である。

これ らの土器は全体の判明 しているものが少ないが、高杯 3、 4の器形などか ら弥生時

代後期 中葉～後葉 と考えられる。
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第 42図 溝 7平面 日断面図
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第 44図 調査区割と 1997年調査 トレンチ配置図

B区 出土土器 (第 46図 )

丘陵の西側部分か ら出土 した土器で、数量は遺構密度が高いA区 に比べ少ない。 1・ 2

は壺の口縁部である。 1は無頸のもので、上方に拡張 している。 3は 日縁部を欠 くが、長

頸壺である。玉ねぎ形の体部をもつ。頸部は鋸歯文が残存部で 4段にみ られ、その間は沈

線文が 2条施 されている。体部 との屈曲部には突帯があ り、その直下に刻 目がある。体部

最大径の部分にも突帯が 2段 に巡 らされ、突帯部分に刻 目が施 されている。また、 2段の

突帯間には細い帯状の粘土帯が縦につけられている。 この粘土帯は規則的ではなく、 2箇

所でみ られ る。 5～ 8は器台の口縁部 と考えられるが、 7、 8は長頸壺の口縁部になる可

能性がある。 6、 8の 口縁部及び 7の 頸部付近はいずれ も鋸歯文で加飾 されている。 10は

大型器台の脚部である。

土器の時期は、 3の 長頸壺が後期中葉頃 と考えられる。残 りは後期 中葉～後葉の範疇に

入ると考えられるが詳細な時期は不明である。

C区・D区 出土土器 (第 47図 )

丘陵の南半分を中心に出土 した土器である。 1、 12、 13は長頸壺である。 1、 12は 口縁

部を外側上方に大きく拡張 させ、頸部に沈線文が施 されている。13の 底部には焼成後に孔

が穿たれていることか ら、実用品ではない性格を うかがわせ る。 3、 4は高杯の杯部 と考

えられる。 3は 口縁部の立ち上が り部分に明瞭な段をもち、外面は波状文やハー トを変形

させたような文様で加飾 される。 7は短脚の高杯で、脚部がハの字状に開 く。 8、 10は器

台あるいは壺の日縁部であ り、鋸歯文が施 されている。

これ らの上器は弥生時代後期後葉に位置づけられる。
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第 46図  B区出土遺物

その他出土土器 (第 48図 )

その他、丘陵頂部で出上 した土器 を掲載する。 1の密は日縁部が斜めに拡張 され る。 2

は小型の壺 と考えられ る。 3、 4は高杯で、脚部下半に円孔が穿たれている。 5～ 7は器

台と考えられる。7は特に大型品で、日縁部外面は渦巻き状のスタンプ文で加飾 されている。

土器の時期は、 1の甕が後期前葉の様相を呈する。それ以外のものについては後期中葉

～後葉 と考えられる。

10cm

4 1997年試掘調査時出上の上器 (第 49～ 52図 )

トレンチ 1(A区 )出土土器 (第 49図 )

1は大きく外反する口縁部をもつ高杯である。 2は高杯の脚部で、端部 を拡張 し、その

鳩 |1朝肘
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第 47図  C・ D区出土遺物 (1・ 3・ 12・ 13… C区、それ以外はD区 )

上面に波状文が施 されている。 3～ 7は器台 と考えられ るものである。 4は装飾器台の脚

部である。突帯を 2段 に巡 らせ、突帯上の中心部には波状文、上下端部には刻み 目が施 さ

れてお り、装飾的要素の強いものである。突帯間にはスカシ孔が 4方向にみ られる。 5～

7は大型器台の口縁部及び脚部である。 5の 日縁部には波状文が大きく施 されている。

これ らの上器は、明確に時期を判定す るのは困難であるが、 1の 高杯の器形などか ら弥

生時代後期後葉 と考えられる。

トレンチ 2(B区 )出 上土器 (第 50図 )

1、 3～ 5は器台である。 1の 口縁部には格子 目の鋸歯文が施 される。 4、 5は大型器

―-94-一



＼ 6

0               1ocm
l               I

SE1/4
1                                7

第 48図 その他の出土遺物

S=1/4

第 49図  1997年調査 トレンチ 1(A区 )出上遺物

台の脚部である。 3は高杯 と考えられ る。

これ らの上器の時期は、概ね弥生時代後期後葉に位置づけられる。

トレンチ 3・ 4(C・ D区 )出土土器 (第 51図 )

1、 2は密である。 1は小型の手づ くね土器で、 ミニチュア品と考えられる。 2の 口縁

部は斜め下方に拡張されている。 3は低脚杯の脚部 と考えられる。 4、 5は高杯で、いず

10cm
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れも口縁部は拡張 させず、まっす ぐに立ち上がるものである。 4は脚部の下端にスカシ孔

が施 されている。 5の高杯 も同様にスカシ孔がみ られる。内面、外面 とヘラミガキが丁寧

に施 され、杯部 と脚部の境 目部分の外面及び脚部の内面には指押 さえの痕跡が見 られる。

6は大型器台の口縁部になると考えられ る。外面、内面にハケ ロが施 されている。 これ ら

の上器のみでの時期は判断 し難いが、 2の甕の口縁部形態などはやや古い様相を呈 してお

り、それ以外のものは弥生時代後期中葉頃に位置づけられ よう。

その他の出土土器 (第 52図 )

その他丘陵上で出上 した土器である。 1は甕の上部で口縁端部を欠 くが、短 く上方に拡

張するもの と考えられる。 2は広 口壺の口顎部で、大きく上方に外反す る日縁部をもつ。

10cm

S=1/4

第 50図  1997年調査 トレンチ2(B区 )出上遺物

10cm 1～ 5 トレンチ4
6   トレンチ3

S=1/4

第 51図 1997年調査 トレンチ3'4(C・ D区 )出土遺物
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第 52図  1997年調査 トレンチ内その他出土遺物

頸部には三角形のスタンプ文が連続的に施 されている。 3は注 口土器の注 口部である。 5
～ 9、 15は高杯である。 5～ 7は短 くハの字状に開く脚部である。 5は外面 と内面丹塗 り

である。 8は スカシ孔が 4方向 2段 に施 され、間に突帯が 1条巡る。外面丹塗 りである。

15は高杯 と考えられるが、器台である可能性 も考えられ る。外面 。内面 とも丹塗 りである。

10～ 14は器台である。H。 12・ 14は 鼓形器台で、太 く短い頸部をもつものと考えられる。

12は外面に丁寧なヘラミガキが施 されている。 13は鼓形器台あるいは器台の脚部である。

以上の上器は、2の 二重 口縁や、高杯脚部が短 くハの宇状に開くものであること、鼓形器

台の頸部が短いことなどから、概ね弥生時代後期後葉に位置づけられると考えられる。(豊 島)
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第 3節 古墳時代の遺構と遺物

第 53図 箱式石棺 1平面・断面図 (S=1:40)
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第 54図 古墳時代の遺構分布図 (S=1:250)
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S=1/10

第 55図 土器棺墓 1平面・見通 し図 (S=1:10)

1 遺構

箱式石棺 1(第 53図 )

調査区の北東にて検出された。遺存状況はあま り良好ではなく、石棺の南側半分は撹乱

を受けてお り、原位置か ら動いていると考えられる。また、蓋石及び側壁の一部の石材の

移動 と抜き取 りが認められるc掘 り方は現長約 4.3m、 幅約 1.3mの 不整形を呈す る。石棺

の内法は、現長 3.6m、 幅 0,6m、 高 さ 0.2mを測る。石棺に使用 されている石はいずれ も

自然石であるが、石棺小 日と蓋石には山石を用い、側壁には山石 と川原石を併用 している。

棺内出土遺物は少ない。北側小 日か ら須恵器高杯の蓋 と、脚部を打ち欠いた有蓋高杯が出

土 している。 これ らは枕 と考えられ、頭位方向は北西であつた と思われる。

-100-



⑤④

1柳 C 

�Ⅳ筵》-6
須恵器 1

に
ld'

1拗 d _d'

須恵器 2

S=1/40

0          20cm
I           I

S=1/10

第 56図 須恵器 1・ 須恵器 2出土状況 (S=1:40S=1:10)

土器棺墓 1(第 55図 )

土墳 16を一部切 る形で作 られる。墓墳は現長 0.85m、 幅 0.4m、 高 さ 0.3mを測 り、円

形 と方形が 2つ くっついたような形である。主軸は南西方向であ り、墓墳の北側 に土師器

の甕を横に据え、南側か ら口縁を打ち欠いた須恵器の甕をはめ込み蓋 としている。棺を固

定するため、土師器甕頸部の墓墳床面側、須恵器甕底部の墓墳南西側、及び棺合わせ 日の

両側面の計 4か所に石が置かれている。土器棺内か らは、刀子 (図 面網掛け部)が 1点 出

上 している。

須恵器 1・ 須恵器 2(第 56図 )

須恵器 1は調査区の東側にて検出された。西隣に土墳が検出されているが、須恵器 1は

据えられた痕跡がなく、また、周囲か ら他に遺物 も出上 していないため、この上墳には伴

わない と考えられる。身 と蓋が計 2セ ッ ト分南北に並んで出上 してお り、北側は蓋を上に

して杯身 (第 57図 4)と 杯蓋 (第 57図 3)が組み合わさった状態、南側は杯蓋 (第 57図 5)

が単独で上下逆 さまになった状態であつた。

０ヽ
１

lc

ｌ

ｏ

lm
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須恵器 2は調査区の東端にて検出された。須恵器 1と 同様の出土状況であ り、また、周

囲に遺構がなく、斜面か らの出上であることか ら、丘陵の頂部か ら転がってきたものと考

えられる。身を上にして、杯身 (第 57図 7)と 杯蓋 (第 57図 6)が組み合わさるような

状態で出土 した。

2.出 上遺物

遺構に伴 う遺物 (第 57図 )

1は須恵器高杯蓋、 2は有蓋高杯である。 2は枕 として利用 されたため、脚部が打ち欠

かれてお り、復元できない。残存する脚部には、 3方 向の台形のスカシが認められる。

3か ら7は須恵器杯、 3・ 5。 6が杯蓋、 4・ 7が杯身である。ヘラケズ リの範囲は半

分か ら3分の 2ほ どであ り、 6はヘ ラケズ リの後にすデている。 日縁端部は 3か ら 5は段

をもち、 6・ 7は丸 く収める。焼成はいずれも良好である。

8は土師器の甕で、 くの字状でやや外反する国縁 と球形の体部をもつ。 口縁端部は丸 く

収め、体部外面にはハケメが、内面にはヘラケズ リが施 され る。また、黒斑が認 められる。

9は須恵器のをである。土器棺 ≧して利用 される際に、口縁部を打ち欠かれている。頸

部にはカキロが施 され、あまり肩のはらない長胴形の体部には、外面に平行タタキが施 され、

内面には同心円当て具痕 と肩部にオサエが認められる。

M引ま刀子である。土師器甕 8(土器棺)内 から出土 してお り、刃先部分が欠損 している。

棟線が少 し湾曲する両関式で、関部分か ら茎尻にかけて幅を狭め、茎尻を丸 く収める。茎

には木質 とともに樹皮状物で巻いた痕跡が認められる。長畝山北古墳群 3号墳出上のもの

に類似 している。

1か ら 5、 8、 9お よびMlは 古墳時代後期前半、 6、 7は古墳時代後期後半であると

思われる。

遺構に伴わない遺物 (第 58図 )

1か ら6は須恵器杯で、 1が杯蓋、 2か ら6が杯身である。 1～ 3・ 5でヘラケズ ジが

認められ、範囲は半分強である。 口縁端部の形状は 2が 段をもち、 1・ 3は 内傾す る面を

もち、 6は丸 く収める。焼成はいずれも良好で、 4は他に比べておおきめの作 りである。

7は須恵器甦である。頸部に櫛描波状文、肩部に沈線 と刻み 目文による装飾が施 される。

8は勝間田焼の椀で、口縁部外面に重ね焼きの痕跡が認められ る。 9は須恵器の壷で、お

そ らく短頸壺である。体部外面には上半部にヘラケズ リ、下半部にヘラケズ リの後ナデが、

内面には横ナデが、底部外面にはナデ、内面には荒いナデが施 される。

1か ら5,7は古墳時代後期前半、 6は古墳時代後期後半、 9は 9世紀頃、 8は 12世紀

頃であると思われる。この他図示できない遺物についてもおおむねこの時期に当てはま り、

調査区の北側か らの出土が多かった。
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第 57図 遺構に伴う遺物 (S=1:4S=1:2)
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第 58図 遺構に伴わない遺物 (S=1:4)

3. rl、 甘借

箱式石棺 1と 土器棺墓 1は、伴 う須恵器か ら、須恵器編年の T K23・ TK47に並行する

時期であ り、古墳時代後期前半 と判断 した。検出地点は離れているが、 2基 とも丘陵北側

の緩やかな斜面上に立地する。出土遺物 も少ないため、先後関係は不明であるが、埋葬時

期にあま り差はない と思われる。

須恵器 1も箱式石棺 1ら と同時期に属 し、須恵器 2は、同編年のTK 209に 並行する時期で、

古墳時代後期後半 と判断 した。両者は遺構に伴わないものの、組み合わさった状態 とい う

出土状況か ら、何 らかの人間活動があつた と推定 される。

また、遺構に伴わない遺物にも、古墳時代後期前半、後期後半の須恵器があ り、やや時

期が離れ るが、 9世紀頃の須恵器壷や、12世紀頃の勝間田焼の椀 も出上 している。

以上より、遺跡は古墳時代後期前半に北側斜面が墓域 として利用 され、その後 も断続的

に利用があつた と思われるものの、遺構が検出されていないため、用途は不明であること

がわかった。(宮崎 )
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第 4節 まとめ

1 黒岩遺跡弥生時代墳墓群の築造時期

黒岩遺跡の発掘調査では、弥生時代後期の方形台状墓を中心 とした多数の上壊墓群や上

器棺墓、及び古墳時代後期前半の箱式石棺や土器棺墓などが発見 された。 ここでは、遺跡

の立地する丘陵上における遺構の変遷を追い、その性格について若干の考察を行 う。

遺構の年代を考える上で最 も有効な手がか りのひ とつ となるのは出土遺物であるが、今

回の発掘調査では、土墳墓に伴 う土器がほとんどなく、土器以外の副葬品等もみ られなかつ

たことが大きな特徴 としてあげられる。 よつて、本遺跡の変遷 を考える際には、表土直下

から出土 した多数の上器や、遺構の切 り合い関係、及び遺構の特徴などを総合的に捉える

必要がある。

黒岩遺跡で検出された埋葬施設は、方形台状墓、土墳墓群、及び土器棺墓などがある (第

7～ 8図 )。 この うち、方形台状墓に伴 う土墳墓及び周辺でみつかつた土境墓群については、

その特徴から大きく4つの類型に分けられる。1.土羨墓内及び墓噴上に石を配置 したもの、

2.墓壌の両小 口に溝をもつもの、 3.墓墳内の頭位 に枕石のあるもの、 4.小 口溝や枕

石をもたないもの、である。 1の配石墓はA群 を中心 とする土壊墓 1～ 8が これに該当す

ると考えられる。A群は丘陵の最高所か ら少 し南東に下がつた ところにまとまってみ られ、

一部方形台状墓 1の周溝 と重複 している。 2の小 口溝をもつものは木棺の小 口板 を墓墳床

面に埋め込むものであ り、土墳墓の大半を占める。方形台状墓 1内 の土墳墓については、

土墳墓の重複により不明なものもあるが、ほぼすべてがこの類型である。また、台状墓に

伴わない B群及び C群の上墳墓についても、C群の西側に位置する土墳墓 58、 59を除 くほ

ぼすべてがこの類型であることか ら、 2の類型は、土墳墓群の中心的な埋葬類型であった

ことが分かる。 3の枕石をもつ土墳墓は、小 口溝をもたないものであることか ら棺形態は

不明であるが、確実なものは方形台状墓 2の 埋葬施設である土墳墓 67～ 69に ほぼ限定 さ

れる。方形台状墓 2の周溝である溝 5内 の埋葬施設である土墳墓 54や 70に ついては枕石

はみつかつていない。4の小 口溝や枕石をもたないものは、先の土墳墓 54、 70の ほか、方

形台状墓 3の 中心的埋葬である土壊墓 71～ 74、 77な どがある。方形台状墓 4の埋葬施設

である土墳墓 78、 及び周溝内の 79も 、この類型になる可能性がある。また、C群の土墳墓

58、 59に ついても同様である。 このように、黒岩遺跡でみつかつた土墳墓の 4つ の類型に

ついては、その大半が墓墳に小 口溝をもつ 2の類型にあてはま り、丘陵か らやや下がつた

ところに位置す る方形台状墓 2は 3の類型、方形台状墓 3、 4は 4の類型 となる。各類型

については混在することなく、ある程度のま とま りをもつてみ られることが分かる。

それでは、これ らの上墳墓群はどのような順序で築かれたのかを考える。方形台状墓 1

の南東部に位置するA群については、他の上蹟墓群 とは規模、構造が異なる一群 と捉えら

れる。A群 の上墳墓の規模は、いずれ もほぼ全長 2mを 下回 り、他の土壌墓群 と比べて小

さい。また、検出された土墳墓の大半を占める両側に小 口溝をもつものはみ られない。石
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は墓墳床面か ら浮いた状態で検出されてお り、整然 と並べ られたものでなく、大小様々な

石が集積 しているような状態である。また、中には墓羨内の四隅に置かれたような状態で

遺存す るものもあ り、これ らの石については木棺の支えとなるための石である可能性が考

えられ る。墓渡内にみ られる石は、検出状況か ら、墓渡上あるいは木棺上に置かれていた

石が棺内に落ち込んだような状況である。

このような墓の形態は、「酉己石墓」あるいは「配石遺構」と呼ばれ、中国地方では主に山

陰地方や広島県北部地域などに分布 している (註 1)。 これ らの墓は、出土遺物か ら弥生時

代前期後半～中期初頭に位置づけられる墳墓にみ られる。 山陰地方や広島県北部にみ られ

る配石墓は、墓墳上あるいは墓壊に沿つた形に石を並べているものも多 くみ られる。 これ

らと比べると黒岩遺跡のA群 にみ られ る土墳墓は石を並べたような状況ではない点におい

て異なっている。

今回の調査で検出されたA群の上壊墓群が弥生時代前期後半か ら中期初頭の墳墓 と同じ

系譜のものであると考えると、美作では初めての例 とな り、本遺跡でみ られ る方形台状墓

や土墳墓群が築かれたと考えられる後期 より大きく遡 ることになる。 しか し、これ らA群

土墳墓の配置をみると、頂部か ら少 しずれたところに位置 してお り、後につ くられた方形

台状墓 1が丘陵の頂部を占めている。最初に作 られた配石墓が丘陵の頂部に築かれなかっ

た点には疑問が残 る。

このように、A群の配石墓が遺跡の大半を占める後期の上壊墓群に大きく先行す る土墳

墓群であることを示すのは困難であるが、類例か ら判断すれば、A群の土噴墓群は遺跡の

存在す る丘陵上に最初に築かれた土墳墓群である可能性が考えられる。今後、同様の例が

周辺地で発見 されることを期待 したい。

次に、丘陵頂部 と南斜面にかけて築かれた方形台状墓 1～ 4と 周辺の土墳墓群の時期に

ついて検討する。 これまで述べてきたように、黒岩遺跡においては土墳墓埋土中か らの出

土遺物はほとん どなく、多 くの上器は墳墓上に供献 された土器 と推測 されるが、土墳墓の

個々の時期 を判断す るのは困難である。 しか し、台状墓を区画する溝か ら一定量の上器が

出上 していることか ら、方形台状墓の時期をある度推測す ることは可能である。丘陵上及

び台状墓を区画する溝か ら出上 した土器は土器棺など後期前葉に遡ると考えられ るものも

み られるが、中心となるのは弥生時代後期中葉～後葉のものである。器種は、壺、秦、高杯、

器台などが中心であるが、鋸歯文などの装飾 されたものが 目立つ。また、丹塗 りのものや、

ミニチュア品など、明らかに祭祀用 と考えられるものも多い。 この うち、遺構に伴つて出

上 した土器か らみてい くと、方形台状墓 1の溝 2や 3か ら出土 した土器は後期中葉のもの

が多 く。方形台状墓 2の溝 5は後期中葉～後葉の土器、方形台状墓 3、 及び 4に伴 う溝 6

は後期後葉の上器が中心 となっていることか ら、方形台状墓 1が最 も古 く、次いで 2、 最

後に 3、 4と い う築造順序が成 り立ちそ うである。

では、これ らの墳墓群がどのように形成 されたのか考えてみる。個々の築造の前後関係

については土器か らは判断 し得ないが、各遺構の配置や切 り合い関係などか らある程度の

推測は可能である。遺構の配置を考えると、まず丘陵の最 も中心にあたる場所に最初に方

形台状墓 1がつ くられたと考えるのが自然である。また、方形台状墓 1の北西に位置す る
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B群については、 B群の上墳墓群が方形台状墓 1に伴 う溝 1が埋まった後に掘 り込まれて

いることか ら、方形台状墓 1が墓域を北西部に広げ、 B群 の上羨墓群が築かれた と考えら

れる。 さらに、北東部に位置するC群 についても同様に、墓域を広げたことにより形成 さ

れたのではないだろ うか。

ただ し、B群の うち、溝 1よ りも明 らかに西側に位置する土噴墓群 (上墳墓 10、 13～ 17

など)に ついては注意を要する。それは、これ らの上壊墓群のさらに西側が削平 されてい

るためである。削平 された西側部分にも埋葬施設が存在 した と考えると、溝 1が 、方形台

状墓 1に伴 うものではなく、方形台状墓 1の西側に別の方形台状墓があ り、それに伴 う溝

であつた可能性 も考えられ るのである。西側の一帯が削平 されてお り、明 らかにすること

はできないためここでは可能性を指摘するにとどめる。

丘陵南斜面に位置す る方形台状墓 2、 3、 4については、出土土器か らは、方形台状墓

2が若干古い様相を呈する土器があるものの、方形台状墓 3、 4に ついては大きな時期差

はみ られない。方形台状墓 1と の関係 をみると、方形台状墓 1に伴 う溝 4を切 る形で方形

台状墓 2が 築かれていることや、出土土器の時期差か ら、方形台状墓 2は方形台状墓 1よ

り後出すると考えられる。方形台状墓 2と 3の前後関係は明確ではないが、出土土器からは、

方形台状墓 3が少 し新 しい土器 を含むことか ら、方形台状墓 2よ りも新 しく位置づけられ

よう。 この 2基が築かれたのち、 さらに斜面下に築かれたのが方形台状墓 4であったと考

えられる。 しか し、土器 に大きな時期差は見いだ し難いことか ら、方形台状墓 1～ 4につ

いては大きく時期 を隔てることなく築かれた と考えられ る。

また、丘陵上で検出された墓の うち、方形台状墓 1の北西方向で検出された土器棺墓に

使用 されている密は弥生時代後期前葉のものである。後期前葉の土器は出土はあるものの

個体数はわずかであ り、遺構 としてみ られるのは土器棺墓が唯―である。

古墳時代の遺構 についてみると、箱式石棺及び土器棺墓があ り、これ らは後期前半に位

置づけられる。丘陵下位 にも須恵器の出上が複数個体み られることか ら、本来はもう少 し

多 くの埋葬施設が存在 した と推測 される。黒岩遺跡の丘陵は、古墳時代前期か ら中期にか

けての遺構がみ られないことか ら、断絶 した時期はあるものの、弥生時代後期を中心に、

弥生時代中期頃か ら古墳時代後期まで集団墓地 として長 く利用 されていたことが分かる。

2 黒岩遺跡弥生墳墓群の特質 (第 59・ 60図 )

黒岩遺跡で発見 された土壊墓群は、列石あるいは溝によってつ くられた区画内あるいは

区画外にま とまった状態で検出されている。 これ らの多 くは墓壊の両小 口部に溝をもつも

ので、もとは木棺が安置 されていた墓墳であった と考えられる。 これ とは別に、方形台状

墓 2、 3、 4の方形区画内の埋葬施設は、方形台状墓 1と 異な り小 日溝をもたないもので

あ り、方形台状墓 2に は頭位部分に枕石を置 くものである。 この埋葬の違いは、 どのよう

な要因か らなのか、周辺地域の例をとりあげて検討す る。

美作地域における弥生時代墳墓群の主な例 として、三毛ケ池遺跡 (津 山市)、 下道山遺跡

(同 )、 有本遺跡 (同 )な どが挙げられ る。

三毛ケ池遺跡は下層に中期後半の方形台状墓 1基、上層に後期前半の上墳墓がそれぞれ

-107-一



方形台状墓1テ

第 59図 美作地域の弥生時代墳墓群 1

1 三毛ケ池遺跡下層墓 2 下道山遺跡土境墓群

築かれている。中期後半のものは削平を うけているものの方形の区画を削 り出してお り、区

画内外に合計 34基 の上墳墓がある。土墳墓のほとんどが黒岩遺跡同様小 口溝をもつもので、

一部 もたないもの、墓墳内に石を立てているものなどがある (小郷 1993)。

下道山遺跡は丘陵尾根上に築かれた後期前半の墳墓群である。方形台状墓 2基 と、そこか

ら緩やかに傾斜 した斜面に土墳墓群 120基 あま り、及び土器棺 6基が形成 されている。埋葬

施設は方形台状墓の 1号墓の中心に 2基 あ り、 2号墓には中心に 8基 と裾部に 2基の計 10

基み られ る。土墳墓の形式は 2号墓の一つは小 日溝をもたないものであるが、それ以外は小

口溝をもつものである。斜面の土墳墓群については、100基あま りが小 口溝をもつもので占め

られ る (栗野・岡本 1977)。

中期後半の三毛ケ池遺跡の下層方形台状墓や、後期前葉の下道山遺跡の方形台状墓及び
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土墳墓群については、主流 となるのが小 日溝をもつものであ り、その中に小 口溝 をもたな

いものが少数み られるとい う様相を呈 している。また、方形台状墓内に複数の埋葬施設を

もち、その中に副葬品や規模等で突出 したものがみ られない。 これ らの点については後期

中葉～後葉の墳墓群である黒岩遺跡についてもいえることである。美作地域の墳墓群にお

いては小 口溝 をもつ もの、つま り木棺の小 口板を支えるための溝をもつものは弥生時代中

期か ら後期にかけてみ られる埋葬形態であるといえる。 さらに、複数の上墳墓の中に副葬

品や規模で突出 したものがなく、均一的な集団墓地のあ り方を示 している点も共通 してい

るといえる。

黒岩遺跡 と同時期 と考えられ る弥生時代後期後半の墳墓群 としては、有本遺跡がある。

有本遺跡は、後期中葉か ら後期後葉の区画墓 3基、及び土墳墓群 102基が南北方向の丘陵

尾根筋に築かれている (第 60図 1)。 区画墓 3基の埋葬施設の数は、それぞれ 23基、2基、

13基である。上墳墓群には、小 口溝をもつもの、小 日溝をもたないもの、小 口溝をもたず

枕石があるもの の 3類型の土墳墓があることが判明 している。区画墓以外の土墳墓は、

分布状況か ら大きく 9つのグループに分けられ、尾根の南から小 口溝のないグループ→小

口溝のあるものとないものが共存す るグループ→小 口溝のないグループ→枕石があるグル

SE1/500

第 60図 美作地域の弥生時代墳墓群 2
1 有本遺跡土境墓群 (部分)2 中山遺跡A調査区土境墓群
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―プ と位置 していることが指摘 されている (小郷 1998)。 さらに、枕石のあるグループの

北側には古墳時代前期の有本古墳群が位置 してお り、古墳群の埋葬施設は枕石をもつ。枕

石のもつものは県南部の大規模な弥生時代の墳墓群であるみそのお遺跡などにもあ り、後

期後葉 (報告書ではⅢ期の終わ りとある)に 出現す ることか ら、小 口溝をもつものと小 口

溝のないもの→枕石をもつもの として、これ らの埋葬施設の違いが時期差によるもので

あることを指摘 している (註 2)。 一方、山陰弥生墳墓の埋葬施設について論及 した岩橋孝

典氏は、福永伸哉氏の先行研究に基づき、墓墳の両小 日に溝をもつもの、片側だけのもの、

小 日溝をもたないもの、本棺の両側板が小 口板か ら大きく突出す るもの、 とに分類 し、各

遺跡における棺形態の割合を詳細に検討 している。その結果、地域 ごとの差異はあるものの、

時期的な推移 としては、小 口溝のあるものは前期か ら後期後葉まで継続 して使用 されるが、

後期以降、小 日溝をもたない型式のものがもつものを凌駕 し、古墳時代初頭には小 口溝を

もつ ものがみ られなくなることを指摘 した (岩橋 2007)。

以上のように、岡山県内及び山陰の事例か らは、時代が下るとともに小 口溝 をもつ形態

か らもたない形態のものへ緩やかに推移 している状況がみて取れる。

黒岩遺跡の上壊墓群についてみると、方形台状墓 1が小 口溝を有す る土壊墓を主流 とす

るのに対 し、丘陵斜面に築かれた方形台状墓 2は小 口溝をもたず、枕石をもつ もの、 3は

小 口溝をもたず、枕石ももたないものをそれぞれ埋葬施設の主体 としている。先述のように、

方形台状墓の築造についてはあま り期間を置 くことなく築かれた と推預1さ れ るため、時期

差によるものと即断できない。これを示すものとして四辻土墳墓群 (赤磐市)が あげられる。

四辻土墳墓群は、 1基の方形台状墓 とその周囲に多数の土墳墓群を配する遺跡であ り、出

土 した土器か ら弥生時代中期中葉か ら後葉を中心 とした集団墓地であることが判明 してい

る。 この うち、B地 区に存在す る方形台状墓には 23基の埋葬施設があ り、小 日溝 を有する

ものが 11基、枕石をもつものが 8基み られる (註 3)。 同じ台状墓内に 2つ の類型の埋葬

施設が存在 している例である (神原 1973)。

時期差によるものではない とすれば何に起因するのだろ うか。福永伸哉氏は弥生時代墳

墓における木棺形式の差異について類型化 し、遺跡において主流 となる木棺型式 と、それ

以外の少数派の木棺形式がみ られることを指摘 し、出土土器の中に他地域産の土器が含ま

れることなどから、木棺型式の違いは被葬者の出自の違いを表すことを論 じた (福永 1985)。

黒岩遺跡か ら出上 した土器 には他地域か らの搬入土器はみ られず、在地産のものと考えら

れるため、木棺墓型式の違い と枕石の使用・不使用について、出自の違い と判断す るのも

困難である。

黒岩遺跡においては、各墳墓に時期的な違いはあま りみ とめられない上、各墳墓 ごとに

ほぼ同 じ木棺形態を採用 していることか ら、同一の丘陵を墓地 として利用 した大集団の中

に、埋葬方法が異なる小集団が複数存在 していた とは考えられないだろ うか。異なる埋葬

形態を採用する背景は明らかでないが、その小規模な集団こそが最 も強い結びつきをもつ

たまとま りであつたと推測 される。

次に、黒岩遺跡における集団墓地の特質について検討する。黒岩遺跡において出土 した

土器は、丘陵の掘削埋土中全体か ら出上 したものである。 このことか ら、埋葬行為を行 う
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際に各土墳墓に供 えられた とい うより、む しろ集団全体の埋葬行為に対 して供えられたも

のとい う印象を受ける。 これは土墳墓の中に、大型のものはみ られ るが、それが中心 とな

るような突出 した規模のものではないことにも関係 していると考える。有本遺跡の上墳墓

についても、各方形台状墓における中心 となる埋葬は想定 され るが、それが突出 した規模

あるいは副葬品をもつものではない。

同じ県北部の弥生時代後期後葉の集団墓地である中山遺跡をみる (第 60図 2)。 中山遺

跡は丘陵の尾根筋に築かれた墳墓群で、墓域の中心 となるA調査区とC調査区で土墳墓が

みつかつている (山 磨編 1978)。 A調査区では 4基の区画墓及び区画の外に多数の土墳墓が

み られ、その総数は 198基である。土墳墓は、小 日溝をもたないものが大多数で、枕石の

あるものも一定数み られる。土器は弥生時代後期末～古墳時代初頭のものが多 く出土 して

お り、特殊器台も出土 している。特殊器台は集団墓地の祭祀に使用 された と考えられる状

況で出上 してお り、特定の突出した勢力の存在を伺わせ るものではない。

以上のように、県北部の集団墓地における祭祀のあ り方 として、弥生時代後期後葉か ら

後期末においても突出 した勢力の存在 を墓か らうかが うことはできず、比較的均質な埋葬

が行われていることが特徴 としてあげられる。特殊器台が独立 した勢力の墓 と考えられ る

墳丘墓に使用 され る岡山県南部地域 とは、この点において大きく異なると言えよう。

黒岩遺跡でみ られる個々の上羨墓には副葬品がほとん どなく、台状墓全体に供献 された

とされ る土器か らは、黒岩遺跡の台状墓に埋葬 された人々の強いまとま りをみることがで

きる。また、 とりわけ突出 した墓がいまだこの地にはみ られず、集団の墓地 として営まれ

ていたことが推察 される。なお、これ らの人々の居住地である集落跡は判明 していないが、

大きくは離れていないものの、墓地 とは別の丘陵上に存在 していたのかもしれない。

方形台状墓 1が四隅突出型墳丘墓である可能性について (第 61図 )

黒岩遺跡における方形台状墓 1については、墓の周囲 4辺 に溝が巡 らされてお り、方形

を呈 しているため方形台状墓 とした。 しか し、溝はすべてが完全な形で残ってお らず、端

部は不明瞭な箇所が多い。溝 1は、方形台状墓 1に伴 う溝 としては他の溝 2～ 4と 比べて

規模が大きいことや、西側に土墳墓群が存在することなどか ら別の台状墓に伴 う溝である

可能性を先に記 した。溝 2～ 4をみると、流出している箇所はあるがいずれも溝の内側 (台

状墓側)に列石を伴っている。列石をみると、溝 2の列石が北東端でわずかに張 り出 して

お り、溝 3の 列石についても北東に向かって張 り出 している。溝 3は内湾 してお り、南東

端についても張 り出した形状を呈す る。 この形状か ら、方形台状墓 1が 山陰地方を中心に

分布す る四隅突出型墳丘墓である可能性が考えられるのではないだろ うか。

四隅突出型墳丘墓については、近年の調査事例の増加に伴い多 くの研究がなされている。

四隅突出型墳丘墓の特徴である隅部の張 り出 しについては、弥生時代中期中葉か ら中期後

葉に二次盆地を中心 とする中国山間部や 日本海沿岸部に分布する、貼石による区画をもつ

方形貼石墓にその系譜をもとめる考えがある (註 4)。 突出部には貼 り石や縁石によって通

路が表現 されてお り、山陰にみ られる多 くの四隅突出型墳丘墓にはこの施設が存在す る。

四隅突出型墳丘墓 と方形貼 り石墓の区別については、方形貼石墓の隅部稜線上にみ られる
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第 61図 方形台状墓 1の東隅部

石列が発達 し、墳丘の貼 り石から飛び出したものを四隅突出型墳丘墓の指標 とす る見解が

ある (仁木 2007)。 また、方形周溝墓の溝が隅で とぎれている部分を聖域 と外界 とを結ぶ

通路 と捉え、これが発達をとげた結果、突出部になるとみる考え方もある (都 出 1974)。

この他に、突出部に貼 り石や縁石をもつ典型的な四隅突出型墳丘墓ではないが、石を用

いずに貼 り石や列石のないスペースを作ることによつて道 を表現 したものもあ り、これを

四隅突出型墳丘墓 とする考え方 もある (藤 田 2010)。 黒岩遺跡の方形台状墓 1に おける隅

角部分は、貼 り石や列石はないが、北東部分の隅角部については通路を意図 した と考えら

れるスペースである可能性がある (第 55図赤点線部分 )。 また、内部の埋葬施設の配置を

みると、他の多 くの土壊墓が等高線に平行または直交する向きで配置 されているのに対 し、

南東隅の土墳墓 50、 南西隅の上墳墓 28。 30、 北西隅の土墳墓 24、 25な どは斜め方向に配

置 されている。この配置は、隅部の張 り出しを意識 したものであると考えられないだろうか。

美作地域において四隅突出型墳丘墓の可能性があるもの としては、これまでに竹 田 8号

墓 (鏡 野町 )、 門の山 1号墓 (津 山市)な どがあげられている。竹 田 8号墓は、墳墓内部

には土墳墓 14基 と土器棺墓 4基があり、半分が遺存 しているのみであるため全容は不明で

あるが、四隅突出型墳丘墓 とす る根拠 として、墳丘裾部南西端にみ られる列石が張 り出し

ている点があげられている。墳墓の時期は土器か ら後期初頭のものと考えられている (鏡

野町教育委員会 1984)。 門の山 1号墓は箱式石棺 3基 をもつ台状墓で、裾部に列石をもつ。

時期が明確ではないが、列石の形状が四角形でなく五角形状に配列 されている (近藤・中

島 1952)。 2例 とも列石が四隅突出型墳丘墓風に張 り出 してはいるが、典型的な四隅突出

型墳丘墓にみ られるような張 り出 し部をもたないため、慎重な検討を要す る。

このように美作地域における四隅突出型墳丘墓の存在は依然 として不明確ではあるが、

少なくとも岡山県北部に出土する土器か らは山陰地方の影響をみることができることか ら、
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その影響下で四隅突出型墳丘墓が採用 された としても違和感はない。今回の調査によつて

発見 された方形台状墓 1にみ られる列石のあ り方が四隅突出型墳丘墓 といえるのか、また、

四隅突出型墳丘墓であるとすれば丘陵の中心に築かれ、墳墓内部に 34基 もの上墳墓をもつ

この台状墓 と、他の方形台状墓 2～ 4と の集団関係はどのようなものであったのか、周辺

地の例を踏まえて検討すべき課題である。(豊 島)

註

(1)例 として、島根県松江市友田遺跡や、広島県北広島町岡の段C地点遺跡などがある。友田遺跡は、

弥生時代中期から後期の墳墓群である。検出された配石墓は、副葬品や、覆土から出土した弥生土器

の年代から後期前半を中心とした時期のものとされている。岡の段C遺跡は、河岸段丘上に位置する

集落遺跡で、約 100基 の土墳墓がみつかっている。出上 した土器等から、配石墓は弥生時代前期のも

のとされている (岡崎他 1983、 梅本編 1984)。

(2)有本遺跡、みそのお遺跡 (岡山市)の ほか、弥生時代後期の集団墓地がみつかつている前山遺跡 (総

社市)においても、同様のことが指摘されている (正 岡 1997)。

(3)小 口溝をもち、かつ枕石をもつ土墳墓も 1基みられる。

(4)桑原隆博 2005、 野島永 1991、 藤田憲司 2010な どがある。
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表 1 黒岩遺跡上壌墓一覧表

番 号 平 面形

墓噴上面 墓墳底
深 さ 主軸方向 等高線 トロ溝

小日溝距離
。最大長

遺物 備 考

長 さ 幅 長 さ 幅

1 隅丸方形 N-79°  一W 斜交 × A群・配石墓

2 隅丸方形 N-17°  ―W 直 交 × A群・配石墓

3 隅丸方形 N-44°  ―W 直 交 A群・配石墓

4 隅丸方形 166 N-75°   W 平 行 土 器 A群・配 石 墓

5 隅丸方形 N-28°   lll 巨 交 × A群・酉己石 墓

隅 丸 方形 120´ヤ N-60°   W 直交 × A群・配石墓か(溝 3に切 られる)

7 長方形カ 20～ N-56°  一W 直交 × A群 。配石墓か

長方形 193- 62- N-40°  ―E 直交 A群・ 配 石 墓 か

長方形 266⌒ヤ N-42°  ―E 直 交 ○ 182・ 50 方形台状墓 1周溝内

10 長方形 71 N-56°  W 直交 ○ 180・ 50 B群・墓墳底が一部段になる

11 長方形 111 N-52°   V 直 交 ○ 82 ・ 28 土器 B群

長方形 N-56°  lll 直 交 B群・土墳墓11を切る

長方形 N-55°   IV 直 交 ○ 187・ 48 土器 B群

長 方 形 152- 145～ N-53°  ―W 直交 ○ (片 ) ―・67 B群・西側は削平

15 長 方 形 80⌒ヤ 75- N-53°  一W 直交 ○ (片 ) ―・38 B群・西側は削平

長方形 N-64°   W 直交 ○ 170・ 52 B群・上層に古墳時代上器棺墓

長方形 230´― N-65°   W 直 交 O B群

長方形 220- 73- 215- 58- N-50°   W 直 交 ○ 190・ 55 B群・溝 1を切る

長方形 228々ヤ N-54°   V 直交 ○ 182 ・43 B群・溝 1を切る

長方形 140- 125⌒ヤ N-52°  ―W 平行 B群・溝 1を切るか

長方形 247- N-47°  一W 平 行 ○ 165 ・ 55 B群 溝 1を切るか

長方形 235´ヤ 145～ N-64°  一W 斜 交 ○ 176・ 64 B群・溝 1を切 る

長方形 135- 130々ヤ 70々ヤ N-59°  一W 平行 ○ 93・ 53 B群・溝 1を切る

長方 形 105- N-1°
  一V 直 交 〇 (片側 ) ― 。40 方 1

長方形 133- 13 N-21°  ―E 直交 O 113・ 29 方 1

長方形 N-37°  一E 直 交 〇 180'31 方 1・ 溝 1を切る

長方形 212々V N-40°  ―E 直 交 ○ 165 ・ 50 方 1・ 土墳墓3と を切る

長 方 形 205- 203- N-73°  ―E 斜交 ○ 160 ・48 方 1

長方形 18 N-46°   E 平行 ○ 75。 28 方 1

長方形 85- 77- 75- 50～ N-80°  ―E 斜 交 方 1

長方形 102- 92々― N-73°   W 平行 ○ (片 ) ―・40 方 1

長方形 108- 100～ 14 N-44°   hl 平行 ○ 80 ・ 30 方 1

長方形 70～ N-65°   Vl 平行 ○ 方 1

精円形 49- 45～ N-53°   W 平 行 ○ 66・  22 方 1

長方形 47 N-52°   lV 平 行 ○ 80・ 40 方 1

長 方形 N-57°  引V 平行 ○ (片 ) ―。30 方 1・ 土墳墓33を 切る
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番 号 平面形
墓崚上面 墓墳底

深 さ 主軸 方 向 等高線 トロ溝
小日溝距離
。最大長

遺 物 備 考

長 さ 幅 長 さ 幅

長方形 250 N-55°  ―V 平行 ○ 206・ 63 土器 方 1・ 墓紫底に段がある

長方形 282 N-52°   lll 平行 O 190・ 48 ラたア1

長方形 N-53°  ―V 平行 ○ 205・ 68 方 ユ

長方形 N-40°  ―E 直交 ○ 190・ 29 方 1・ 土墳墓43を 切る

長方形 N-42°  一E 直 交 ○ 185・ 40 友デ1

長方形 N-40°  ―E 直 交 ○ 95 ・ 30 友デ1

長方形か 55- 55～ 17 N-58°  ―V 斜交 方 1・ 河原石あり(浮いた状態)

長方形 N-41°  一E 直 交 ○ 120・ 32 方 1

長方形 N 49°  一V 平行 ○ 180。 49 方 1

長方形 N-50°  hl 平行 ○ 190・ 54 方 1・ 南東小日に石 (浮いた状態)

47 長方形 120 N-58°  ―V 平行 ○ 185・  50 方ア1

長方形 45- N-51°  ―V 平行 ○ (片側 ) ―・ 28 方 1

長方 形 N-32°  一E 斜交 ○ 180・ 52 方 1

長方形 N 31°  一V 斜 交 ○ 166・ 48 土器 方 1・ 墓墳底に段がある

長方形 45- N-54°   hl 平行 ○ 155,30 方 1

長方形 117 N-38°  一E 斜交 ○ 93・ 43 方 1

長方形 45々ヤ N-48°  一V 平行 ○ 94・ 37 土器 方 1

長方形 N-39°   hl 平行 ○

(片側か )

土器 方2の周溝内

長方形 N-51°  一W 平行 ○ 192・ 55 方 1

長方形 50々― 32- N-55°  hl 平 行 ○ 120。 35 方 1

長方形 N-53°  一W 平行 ○ 150・ 60 方 1

長方形 N 54°  一V 平 行 C群 。中心に石 (浮いた状態)

長方形 280- 140～ 265- 98々ヤ N-50°  ―V 平 行 C群・石 (テ1石の転落か)

長方形 14 N-68°  W 平行 ○ 85 , 35 C群

長方形 165´― 157々ヤ N-70°   lll 平 行 ○ 106・ 35 C群

長方形 N-68°   W 平 行 O 168・ 55 C群

長方形 N 68°   W 平行 ○ 170・ 60 C群・墓墳東側に石 (浮いた状態 )

長方形 N-65°  一V 鳥 交 ○ 175。 58 C群・墓墳東側に石 (浮いた状態)

長方形 12 N-46°   hl 平行 ○ 165。 63 C群

長方 形 N-67°   hl 平行 ○ 190・ 50 B群

長方形 N-52°  一E 直 交 土器 方 2・ 南西側に枕石

長方形 35- N 52°  ―E 直 交 土器 方 2・ 南西側に枕石

長方形 350 120々ヤ N-53°  一E 直交 土器 方 2・ 南西/Rlに 枕石

長方 形 160- 150々ヤ N-43°  ―E 直交 ○ (片 ) 方 2の周溝内

長方形 142- 132- N-46°  一E 直 交 方 3

長方形 233- 220々ヤ N-60°  V 直 交 砥 石 方 3

長方形 283 130～ 104- N-8°   Vl 平行 土器 方 3

長方 形 62´ヤ 50- N-10°  一V 平行 × 土器 方 3

長方形 N-42°  W 平行 方 3

楕円形 N-36°  一E 直 交 ○ (片側 ) ―・ 56 方 3

長方形 35- N-40°  ―E 平行 方 3

精 円形 216～ 185- N-61°  ―E 直 交 O(片か) ―・46 方 4

長方形 N-44°   W 平行 方 4の周溝内

※小 日溝の 「片」は、片側のみに小 日溝があ り、もう一方は不明なもの。「片側Jは片側のみにあるものをい う。

※備考の 「方 1」 は方形台状墓 1、 「方 2」 は方形台状墓 2、 「方 3Jは方形台状墓 3、 「方 4Jは方形台状墓 4を指す。
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第 8章 追坊師B遺跡

第 1節 遺跡の概要

追坊師 B遺跡は、津山市領家 13781に所在 し、新クリーンセンター建設予定地の南東端

の丘陵上に位置 している。遺跡の範囲の標高は約 145～ 149mで ある。

遺構は、溝 5条 と上墳 1基を検出している。 これ らの遺構か ら土器片等が数点出土 して

お り、時期は奈良時代か ら江戸時代末のものである。

なお、その他に数基の上墳及び柱穴 と思われるものを検出しているが、遺物等の出上が

なく詳細は不明である。 これ らのものについては、第 1図 の遺構配置図にて位置のみを記

している。 (平井 )

Y=-38330 Y=‐ 38320        Y=-38310        Y=‐ 38300

第 1図 追坊師 B遺跡遺構配置図

一 H6-



第 2節 検出された遺構と遺物

溝 1(第 2図 )

調査区の中央部に位置 し、東西に流走 している。溝の東側は浅 くな り

途切れてお り西側は調査区外にのびる。溝の幅は、60～ 110 cmを測 り、

深 さは 5～ 18 clll程 度残存 していた。遺物は 1の磁器製の徳利で 19世紀

中ごろのものであろ う。

1 黒褐色土
(黄色止ブロック含む)

0              10cm

S=1/4
(溝 1出 土 )

L=148500m― ―

第 3図 溝 2溝 3・ 出

― ■7-

S=1/80

ヤ

ヽ こ 芳

~

1 黒褐色土
(黄褐色上ブロック含む)

2 晴黒福色土 (やや粘質)

S=1/4

(溝 23出 土)

0              21

S=1/80

第 2図 溝 1 出土遺物



滞2(第 3図 )

調査睡中央部|に位置し―、概ね南北に流走している。蔽及び牝1端で機

くなり途切れている。溝の1幅は、,0～ ″O cmを測り、深きは5～・15 cul

篠度残存していた。遺効燃.2の勝聞H焼の1擁で、底部に糸1剪痕|が残る。

古代未から中世にかけてのも|の と考えられる。

濤3(第 13園 )

調査区中央部に位置し、溝 2に接して概ね南北に流建し―、湊の■TRll

は繰くなり途切れており、南TRllは調査区外にのびるも溝の幅は.60～

11o ctILを 測り、深さ|は Hれ ,4 clu程度残
―
存して予`た.。 遺物は8の勝蘭

田焼の壷で、底部
―
は平底で内外面ともに横方向のナデを施している。

古代末のものであ―ろう。

L=147 mOm―エ

群1/80

第■図 溝4
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溝 4(第 4図 )

調査区中央部に位置 し、溝の幅は、100～ 180 clllを 測 り深 さは、24～ 45 cIIl程度残存 して

いた。溝の大部分が調査区外に存 し、遺物 もなく詳細は不明である。

溝 5(第 5図 )

調査区南側に位置 し、概ね南北に流走 している。溝の北側は浅 くな り途切れてお り、南

側は調査区外にのびる。溝の幅は、130～ 2 1 0 cIIIを 沢1り 、深 さは、25～ 57 cm程度残存 して

いた。遺物の出土はなく、詳細は不明。

土境 1(第 6図 )

平面形が 120～ 280 clllの 楕円形を呈 し、検出面か らの深 さは 20～ 45 clllを 測 る。遺物は

4の須恵器の郷蓋のつまみ部分が 1点のみ出上 してお り、外面は横方向のナデを施す。奈

良時代前半のものであろ う。

0              1m

S=1/40

1 暗褐色土
2 暗黄褐色土

―
L=147000m

-4

0             10cm

S=1/4

第 6図 土境 1・ 出土遺物

第 3節 まとめ

今回調査 した調査区では、検出 した遺構及び出土遺物が少なく詳細な遺跡の様相を明 ら

かにすることができなかった。

遺構は奈良時代か ら江戸時代にかけてのものであるが、集落の形成は見 られず、土地利

用は限定的なものであった と思われる。(平井 )
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溝

表 1 追坊師B遺跡遺構一覧表

表2 遣坊師B造跡遠物観察表

土壌

土器

縮 断離
珊 幅

lcal ω

深 き

(ω

痢 鱒

(‐ )

時期

聴 1 遊 錫 60～l10 30～80 5-18 148 0世紀中頃

鷺2- 擁Q底形 50-70 15～射 5エツ16 148 吉代未～中世

路 3 ぬつ底形 む0-160 2tl-70 11-34 147´●14S 計代末

簿14 雄め底形 100～180 50-70 24-45 147

毒 5 ぬの底形 130-210 30-80 25-57 146-14子

議 平面影 員軸 loml 鰤 ⑪ 深き(cmD 時期 備考

土鋤宙1 障円
‐
形 280 12C 20-45 奈長時代前期

鶉 号 |,E目 ,格口Iレ奪箋| 糀
討測値 (c‐m) ( 'HaM

1鏑 形態・手法φ特徴 備考
日径 醸 綿

瀬 醐 嘘白色

2 瀧 廃 (6:o) 緑灰色 内外 :ヨ =ナデ 底曝 切痕

騨 壷 明緑庚色 内外 :すコナデ

■El 黙蓋 (つまみ) 青灰色 コヨナデ
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第 9章 城山遺跡

第 1節 遺跡の概要

城 山遺跡は、津山市領家 1446に 所在 し、畔 田遺跡・追坊師A遺跡・黒岩遺跡・追坊師

B遺跡が所在する丘陵 と谷を隔てて向かい合 う独立 した丘陵の頂部に位置 している。遺跡

の範囲の標高は約 188～ 190mである。

遺構は、調査区北側斜面に貯蔵穴 と考えられる土墳 4基を検出し、その うち 2基の上墳

から人骨が出上 した。調査区中央付近の丘陵尾根上では落 し穴 と考えられ る 1基の上壌を

検出した。遺構はこれ らの上墳 5基のみであ り、遺構、遺物 ともに局所的な検出にとどま

つている。また、事前に行つた試掘調査でも本遺跡周辺では、他に遺構、遺物は確認 され

ていない。(平井 )

イ

ｄ

沐

十

―

‐103360

0             10

S=1/400

第 1図 城山遺跡遺構配置図
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第 2節 検出された遺構と遺物

土墳 1(第 2・ 3図 )

調査区の北斜面に位置す る。平面形は 100× 1 35 cIIlの やや不整な円形を呈 し、残存する深

さは、最深部で 175 cmを測 り、断面形がいわゆる袋状の上墳である。また、この上墳の床

面に床面中心から東側の場所に平面形が 80× 80 clllの 円形を呈 し深 さが最深部で 1 1 0 clllを 測

る土墳が掘 られている。

上層観察か らは、この上墳は人為的に埋められた状況は確認できなかつた。 しか し床面

か らの上壌については、分層ができなかったが、基盤層の上がブロック状に含まれ、明 ら

かに堆積状況が異な り、床面か らの上噴は人為的な埋戻 しが想定 される。

遺物は 1・ 2・ 3の 壺、甕及び人骨である。人骨は床面か らの上墳 より出上 してお り、

鑑定の結果、人骨は 1個体で年齢不詳なが ら女性の可能性があることが分かつた。また、

人骨の出土状況か らは、骨を丁寧に並べて置いたような状況が確認 され、一回での埋葬 も

しくは埋没では、このような出土状況になるとは考えにくいため、再葬が行われた可能性

も考えられ る。

なお、埋葬施設 としての痕跡 (例 えば墓標的なもの)は検出されていない。

遺物の特徴か ら土墳の時期は、弥生時代後期後葉のものであろう。

第 2図 土境 1出土遺物

挿図写真 1 人骨出土状況
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土境 2(第 4図 )

調査区の中央部分北側に位置する。平面形は 110× 145 clllの 不整形な円形を呈する。残存

する深 さは最深部で 95 clllを 測 り、断面形はいわゆる袋状を呈す る。

土層観察か らは、第 1・ 2・ 3層 が埋戻 しもしくは埋没後改めて掘 り返 されたものと考

えられる状況が確認できた。

この上墳からは、遺物の出土はないが、周囲の状況から見て、他の上墳 と大差ない時期に、

貯蔵穴 として利用 されていた土壊 と考えても差 し支えはないであろ う。

上墳 3(第 5図 )

調査区の中央部分北側に位置する。130× 150 cmの 不整形な円形を呈する。残存する深 さは、

最深部で ■O cmを 測 り、断面形はいわゆる袋状を呈す る。

堆積土の下半は基盤層の上がブロック状に入る水平堆積であ り人為的かつ短期間の埋戻

しが考えられ るが、土墳 1、 5の ように人骨等は出上 しなかつた。

この上墳からは、遺物の出土はないが、周囲の状況から見て、他の上壌 と大差ない時期に、

貯蔵穴 として利用 されていた と考えても差 し支えはないであろ う。

lm   L=190500m――

土
土
土
土

色
色
色
色

褐
褐
褐
褐

茶
黒
茶
黒

１

２

３

４

１

２

３

４

茶褐色土 (砂礫含む)

茶褐色土 (責褐色ブロック含む)

暗茶褐色上 (砂礫含む)

やや暗い茶褐色上 (砂礫含む)

第 4図 土墳 2

(砂礫含む)

(1の ブロック含む)

(地山ブロック含む)

(1ブ ロック含む)
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土壌4(勢 6囲〕

調蘊 申央任透②丘陵尾線上に位置す.め算周図
―

に1際の上楼はなく単触での続出であるL床面中

崇にぜンIを伴う。平面形は 120X147c■lの給円形

警呈じ、1嬢存する深さ藤―、105 cgllを 卿るⅢ床面の

ビント眸儀22～ 261飢、■壌床面からの機さはlS em

を測る.。

遺勤は出上してとヽないため,遺構の時期藤判然

としないが、このような澄構はヽ ■触的には縛虞

時代のものと考|え 島れるものが参く、そのころの

落欠としての機能を持つも0であるう。

L,491.000-

◇

』議畿観巖期
0         1m

朗 /40

第6輿 土犠4

I.仰

3-4/4  -

●BA｀

■

２

ｅ
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01            lm

饒1/40

第フ図 土嬢Si入骨出土状況
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土境 5(第 7日 8図 )

調査区の北西部に位置 し、平面形は 125X17 5 clll

の不整形な円形を呈す る。残存す る深 さは、最深

部で 1 65 clllを 測る。断面形は、いわゆる袋状を呈

す る。

上層観察か らは、第 1・ 2層 は基盤層の上がブ

ロック状に堆積 してお り、人為的な埋戻 しが想定

され る。

出土遺物は、 4の甕 と人骨である。人骨は 3層

上面か ら出土 してお り、鑑定の結果成年か ら壮年

前半の女性の可能性があることがわかった。 しか

し、出土状況が良好でなく、人為的に埋葬 された

ものか否かについては、明 らかにできないが、前

述の土層観察か ら考えると、土崚の埋没過程のく

ぼみを利用 した埋葬 も否定できない。

遺物の特徴か ら土墳の時期は、弥生時代後期後

葉か ら古墳時代初頭頃のものであろ う。

表 1 城山遺跡遺構一覧表

表 2 城山遺跡遺物観察表

0         10cm

S=1/4

第 8図 土墳 5出土遺物

一甑々
イ．十一虎

土療

遺構名 平面形 長軸 (cm) 短軸 (cm) 深さ(cml 時 期 備 考

土墳 1 不整形な円形 か生時代後期後案
床面に掘 られた上墳あり (3
×80cm 円形 深 さ■Oclll)

人骨出土

土渡 2 不整形な円形

土墳 3 不整形な円形 11

土墳 4 精円形 底面中央にピットあり

土墳 5 不整形な円形
弥生時代後期後秦
から古墳時代初頭

人骨出土

上器

掲載番号 遺構名 器種
計測イ直 (cm)  ( )は 復元伸

色調 形態 。手法の特徴 備考
日径 底径 器高

1 土蹟1 重 (106) (106) 瞳色 外 :ハ ケ

土墳1 甕 (112) 天白色 内 :ヘラケスリ 外 :ヨ コナデ

上墳1 甕 (115) 灰白色 内 :ヘ ラケス リ 外 :ヨ ヨナデ

4 土墳5 甕 にぶい黄橙色 内 :ヘラケズ ヅ 外 :ハケ 皮状文
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第 3節 城山遺跡出土骨の同定

パ リノ・サー ヴェイ株式会社

は じめに

城 山遺跡 (岡 山県津山市に所在 )の発掘調査では、弥生時代後期後半の可能性がある土

渡 1(以下 SKlと い う。)と 弥生時代後期末～古墳時代初頭頃の上噴 5(以下 SK 5と い う。)

か ら人骨が出上 している。今回の分析調査では、 2基の上墳か ら出上 した人骨について形

態学・解剖学的観察を行い、部位および性別等、出土人骨に関する情報を得 る。

1.試料

人骨資料は、SK lと SK 5か ら出土 した人骨片である。SK lの 人骨は、頭蓋骨の上に大腿

骨が存在す る状況で検出されている。SK 5は 、袋状の断面をした土鍍で、土噴底面上 50cm

から出上 している。出土骨は、現地取上後、表面の泥をクリーニングした後、番号を付け

てアル ミホイルで包み、ビニール袋にて保存 されていた。SK lが 12試料 (Noo ①～⑩・①・

① )、 SK 5が 13試料 (No.①～⑫および番号なし )、 合計 25試料である。試料の詳細は結

果 と合わせて示す。

2 分析方法

試料に付着 した砂分や泥分を乾い

た筆・竹串等で除去する。試料を肉

眼で観察 し、その形態的特徴か ら、

種類および都位の特定を行 う。歯牙

の計測は、藤 田 (1949)に 従 う。なお、

年齢の記載は、幼児が 1～ 5歳程度、

小児が 6～ 15歳程度、成人が 16歳

程度以上、成年が 16～ 20歳程度、

壮年が 20～ 39歳程度、熟年が 40～

59歳程度、老年が 60歳以上を表す。

3 結果

同定結果を表 3に示す。いずれ も

ヒ トであつた。以下、遺構 ごとに同

定結果を記す。人体骨格各部の名称

を図 9に示す。

(1)SK l

・No.① o② (SK l)

頭蓋骨__

頚 椎ヽ_

鎖 骨_ド

肩甲骨―_

胸 骨――

肋 骨――

上腕骨――

胸 椎――

腰 椎――

撓 骨__
尺 骨__
仙 骨__
寛 骨――

手根骨――

中手骨――

指 骨__

大腿骨__

膝蓋骨__

胆 骨__
孵1 骨――

足根骨――

中足骨――

趾 骨 ――

頭蓋底下面観

( )は 骨の部分の名称

頭蓋骨上面観
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第 9図 人体骨格各部の名称



出 土

SKl(Tl埋 上中 クリーンG

2012927

クリーンG2012104

人骨取り上げ後の土

不明り、骨集積付D

歯冠幅1049,歯 冠厚 H18

SK5(12121lAl人 骨

121211
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2試料とも大腿骨ないし腫骨の破片と思われる。

・Noo ③・④ (SK l)

大腿骨の破片である。No.③ とNo.④ は、接合関係にある。

。No.⑤ (SK l)

"F骨

の破片である。

・ No.⑥ (SK l)

撓骨 の可能性 がある破 片であ る。

・No.⑦ (SK l)

尺骨 の破 片で ある。

。Noo ③ (SK l)

右側頭骨 の破 片、脳頭蓋の破片、部位 不明破片である。

・No.③ (SK l内  クリーン G)

側頭骨錐体部の可能性がある破片である。

・No.⑩ (SK l(下 )埋土中 クリーン G)

四肢骨の破片である。

・No.① (SK l 頭骨 ?)

頭蓋の破片である。

。No.① (SK l クリーン G)

大腿骨の破片、睡骨の可能性がある破片、部位不明破片である。この他、土器片が含ま

れ る。

(2)SK 5
。Noo ① (SK 5  湖]1)

歯牙 の破 片である。

・No,② (SK 5埋± 3(上層 )人 骨破片 (四肢骨 ))

部位不明破片である。

・No.③ (SK 5骨 ワク東側の清掃中 )

四肢骨の破片である。

・No.④ (SK 5内  クリーン G)

頭蓋の可能性がある破片である。

。Noo ⑤(SK 5人骨取 り上げ後の上 城山 G地区 )

操である。

・No.⑥ (SK 5埋土 )

部位不明破片である。

・No.⑦ (SK 5(121207C))

側頭骨錐体部 、頭蓋 の破 片、部位不 明破 片である。

・Noo ③ (SK 5位置不明 (人骨集積付近 ))

部位不明破片である。

・No.③ (SK 5土器 No.2南壁際 歯 )
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左下顎第 1大 田歯、左下顎第 2大 臼歯、右下顎第 2大 臼歯、大国歯および歯牙の破片で

ある。左下顎第 2大 国歯は、歯冠幅 10.80mm、 歯冠厚 10.28mmを 測る。また、右下顎第 2

大田歯は、歯冠幅 H.10mm、 歯冠厚 10.28mmを 測る。

・No.⑩ (SK 5(121207B))

右上顎第 1大臼歯、右上顎第 2大 臼歯、および歯牙の破片である。右上顎第 1大国歯は、

歯冠幅 10,49mm、 歯冠厚 11.18mmを 測る。また、右上顎第 2大 臼歯は、歯冠幅 9.68mm、 歯

冠厚 10。 45mmを 測る。

。No.① (SK 5人骨 (出 上位置不明 )人 骨 )

頭蓋の破片、部位不明破片である。

・No.⑫ (SK 5(12121lA) ノ(拝y)

頭蓋の破片、部位不明破片である。

・番号な し (SK 5内 埋土 クリーン G)

部位不明破片である。

4.考察

今回、検出された人骨は、保存状態が悪 く、形質を完全に保つ骨片が認 められない。SK l

か ら出土 した人骨は(大腿骨 (Noo ③・④ o①)が華奢である。右側頭骨 (No.③ )をみると乳

様突起の発達が弱 く、錐体部が小 さい。 これ らの状況 より、SK l出 土人骨は女性の可能性

がある。年齢は不明である。

一方、SK 5か ら出上 した人骨は、側頭骨錐体部が小 さい。また歯牙計測値は、擢 田(1959)

と比較すると女性的である。 したがつて、本人骨 も女性の可能性がある。年齢は、咬耗状

況か ら成年～壮年前半の可能性がある。

引用文献

藤 田 恒太郎 ,1949,歯 の計測基準について 。人類学雑誌 ,61,2732.

擢 田 和良 ,1959,歯 の大きさの性差について 。人類学雑誌 ,67,151-163.
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第 4節 まとめ

城 山遺跡で、検出 した遺構は、貯蔵穴 と考えられ る土墳 4基 と落 し穴 と考えられる土墳

1基である。貯蔵穴の うち 2基か らは人骨が出上 している。

土墳 1内 の人骨の出土状況を見ると、骨を並べているような状況が確認できるため、土

墳内への遺体の遺棄 といったことは考えにくく、貯蔵穴 としての機能を失った後にその土

張を利用 して人為的に埋葬 されたもの と考えられ る。また、推測の域をでないがこのよう

な出土状況か ら再葬 (遺体を骨化 し再度埋葬す ること)が行われた可能性 も否定できない。

ただ、従来か ら知 られている弥生時代の再葬墓 とは、分布域、時期、さらに蔵骨器 として

の上器の使用 といつた埋葬方法などが大きく異な り、同一の範疇で考えることはできない。

今回の調査で分かつたことは、①他の 目的で使用 された土墳を再利用 して墓墳 としてい

ること。②人骨は女性のものである可能性が高いこと。③土墳か らは、 1個体のみの人骨

が出土 していること。④蔵骨器が出土 していないこと。⑤副葬品が出土 していないこと。⑥

埋葬施設 としての痕跡 (例 えば墓標的なもの)は確認 されていないこと。などがあげられる。

また、人骨が出土 した土噴は 2基であるが、城 山遺跡内には同様の上墳が 2基あ り人骨

は今回の調査では確認 されていないがこれ らの上墳 も埋葬が行われていた可能性がある。

これ らのことから、城山遺跡周辺に、このような貯蔵穴を用いた埋葬を行 う集団が存在 し

た可能性が考えられるが、本遺跡内を含め、周辺には、今のところ集落は確認 されていない。

今回の調査で確認できた貯蔵穴を利用 した埋葬例については、同様の調査例が確認でき

ないため、このような埋葬方法が、どのような影響を受け成立 したのか、墓域の構造や立地、

例えば城 山遺跡では確認できなかった墓を造営 した集団の集落遺跡 とのあ り方、そ してそ

もそもこの埋葬方法が一般的なものであったのか否か等について、比較検討をすることが

できなかつた。今後の調査例の集積 を期待 したい。

土墳 4の 落 し穴 と考えられ る土墳については、調査区や試掘の範囲内に同様の上墳は検

出されず、丘陵頂部付近の尾根上に単独で存するのみであつた。けもの道上に掘 られた落

し穴の一つであろ う。

これ らのことか ら、城 山遺跡は、弥生時代後期に集落跡は見つかつていないものの、貯

蔵穴が掘 られ、何 らかの人の活動が行われてお り、集落の一部 として機能 していたのであ

ろ う。その後この貯蔵穴は役割 を失つた後に埋葬施設 として利用 されその後廃絶 したもの

と考えられる。(平井 )

参考文献
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辰尾池東南遺跡確認調査 図版 1

‐‐1螂 部

調査位置遠景

(南から)

2 T-1 (北西から)

3 T-2(北 東から)



図版 2 辰尾池東南遺跡確認調査

l  T-3(南から)

2 T-4(】ヒから)

3 T-5(南 から)



辰尾池東南遺跡確認調査 日試掘調査 図版 3

l  T-6 (】ヒから)

2 T-7 (北西から)

3 調査前状況 (南から)



図版 4 試掘調査

l T-1(南 から)

2 T-2(西 から)

3  T-3 (】 しから)



試掘調査 図版 5

l T-4(北 東から)

遺物出土状況(T-2)
(北西から)

遺物出土状況(T-4)
(西から)



図版 6 辰尾池東南遺跡確認調査・試掘調査

1 調査状況 (T-4)
(北東から)

―
に

2 辰尾池東南遺跡確認調査出土遺物



試掘・確認調査 (平成 21年度)図 版 7

l A地 区試掘調査前

A地区遺構検出状況

(東から)

3 B地 区試掘調査前



図版 8 試掘 日確認調査 (平成 21年度 )

B地区試掘調後

(南から)

C地区試掘調後

(】しから)

3 D地 区試掘調前



試掘 n確認調査 (平成 21年度)図 版 9

¬ D地 区重機掘削中

2 E地 区試掘調査前

E地区試掘 トレンチ

(西から)



図版 10 試掘 日確認調査 (平成 23・ 24年度 )

F地区調査前現況

(北西から)

G地区調査前現況

(西から)

3 作業状況 (G地区 )



試掘 H確認調査 (平成 23日 24年度)図 版 11

F地区及びG地区

調査状況遠景

(北西から)

遠方は畔田遺跡

F地区 トレンチ

(上空からX左上が北)

G地区 平成 23年度

調査 トレンチ

(上空か ら)

(下方が北、ブルーシー

ト位置は遺構確認位D



1 畔田遺跡遠景 (北か ら)

・ ア

2 畔田遺跡全景 (左が北 )



畔田遺跡 図版 13

1 土渡 1(北から)

2 土渡 14(東から)

3 E上〕黄18(】ヒから)



図版 14 畔田遺跡
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畔田遺跡 図版 15
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図版 16 畔田遺跡
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畔田遺跡 図版 17
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図版 18 追坊師 A遺跡

1 追坊師A遺跡遠景 (東から 写真左側 右側は畔田遺跡 )

2 追坊師A遺跡全景 (右が北 )



追坊師A遺跡 図版 19
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2 溝 2 (東か ら)
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図版 20 黒岩遺跡

1 黒岩遺跡発掘調査前 (西から)

2 黒岩遺跡発掘後全景 (左上が北 )



黒岩遺跡 図版 21
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図版 22 黒岩遺跡
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図版 24 黒岩遺跡
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黒岩遺跡 図版 25

1 左 :上墳墓 1

(南西から)

右 :土境墓 2

(引しから)

2 土境墓 4(南から)

3 左 :土崚墓 3
(東から)

右 :土墳墓 5
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図版 26 黒岩遺跡
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黒岩遺跡 図版 27

土器棺墓 1検出状況

(】とから)

土器棺墓 ¬完掘状況
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土墳墓 18、 19、
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図版 28 黒岩遺跡
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黒岩遺跡 図版 29
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図版 30 黒岩遺跡
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黒岩遺跡 図版 31
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図版 32 黒岩遺跡
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図版 33
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図版 34 黒岩遺跡
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黒岩遺跡 図版 35
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図版 36 黒岩遺跡

1 中学生職場体験

2 現地説明会



21-1(,書 2)

黒岩遺跡 図版 37

22-1(,青 3)
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22-2(溝 3)
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溝 3
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溝 3

黒岩遺跡出土遺物 1

溝 3
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図版 38 黒岩遺跡

36-1(1寺 5)

36-7(,寺 5)

36-11

溝 5

36-13(溝 5)

黒岩遺跡出土遺物 2

36-10

36-2('青 5)

36-3(,寺 5)

36-6(,青 5)

36-9

36-12

溝 5

36-17(溝 5)



36-18(溝 5)

36-20(,寺 5)

38-4

土境墓 73・ 74

黒岩遺跡出土遺物 3

黒岩遺跡 図版 39
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図版 40 黒岩遺跡

土器棺墓1文様部拡大

45-12

A区

黒岩遺跡出土遺物 4

17-1(土器棺墓 1)

45-1(A区 )

45-2

45-4(A区 )



B区

45-14

A区

黒岩遺跡 図版 41
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図版 42 黒岩遺跡
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黒岩遺跡 図版 43
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黒岩遺跡出土遺物 7
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図版 44 黒岩遺跡

49-3(ト レンチ 1)
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トレンチ¬

50-4(ト レンチ2)

(ト レンチ4)

黒岩遺跡出土遺物 8

49-4(ト レンチ 1)

50-5(ト レンチ2)

51-1 51-4(ト レンチ4)



51-5(ト レンチ4)

52-3(ト レンチ内)

黒岩遺跡出土遺物 9

黒岩遺跡 図版 45

51-3(ト レンチ4)日 51-6(ト レンチ3)

52-5(ト レンチ内)

52-7(ト レンチ内)



図版 46 黒岩遺跡

土器棺墓 1

(古墳時代 )

検出状況 (北西から)

土器棺墓 1

(古墳時代)

刀子出土状況

(北東から)

須恵器 2検出状況

(南から)



黒岩遺跡 図版 47

箱式石棺 ¶

(古墳時代 )

蓋石取 り外 し後

(西から)

箱式石棺 1

(古墳時代 )

完堀状況 (南東から)

須恵器 1検出状況

(南東から)



図版 48 黒岩遺跡
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黒岩遺跡出土遺物 10



黒岩遺跡 図版 49

58-6

黒岩遺跡出土遺物 11



図版 50 追坊師 B遺跡

井■輔

1 追坊師 B遺跡遠景 (南から)

漁i

＼
〕歩

i々ン

ヽ

ヽ
ｋ

押
ぶ

一沖
綸

習
．ィプ

1 追坊師 B遺跡全景 (右 が北 )



城山遺跡 図版 51

1 城山遺跡遠景 (西から)(右側半分は平成 24年度試掘調査の トレンチ)

2 城山遺跡全景 (上が北 )



図版 52 城山遺跡

1 上墳 1(西か ら)

土壊 司人骨出土状況

(南西から)

3 土境 1人骨出土状況



土渡 2(北から)

2 上境 3(北から)

城山遺跡 図版 53

土境 4(北西から)



図版 54 城山遺跡
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畔田遺跡 日城山遺跡 図版 55
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図版 56 城山遺跡
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はんだいせき

畔田遺跡

おかやまけんつやましりょうけ

岡山県津山市領家

35° 4′  2″ 3354′ 46

20110926

20120313
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記録保存調塗

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

畔田遺跡 集落

弥生時代 土墳5 弥生土器

古墳時代～古代 住居1、 掘立柱建物1 須忘器、土師器

近世以降 墓 1 金属製品、人骨

追坊師A遺跡 集落 弥生時代～古代 溝2、 土墳2 弥生土器、須忘器

黒岩遺跡 噴墓
弥生時代

方形台状墓4、 上墳墓
79

土器棺墓 1

弥生土器
弥生時代後理の方形台状墓4

とそれに伴う土墳墓49。 その
他の場所に上墳墓30な どを検
出古墳時代 土器棺墓 1、 箱式石棺 1 須恵器、鉄製品

追坊師B遺跡 集落 古代～近世 溝 5、 土噴 1 須忘器、勝間田焼、磁器

城山遺跡 集 落

縄文時代 土墳 1
弥生時代の上墳より、埋葬さ
れたと思われる人骨が出土弥生時代 土墳 4 弥生土器、須恵器、人骨

要 約

畔田遺跡では、弥生時代後期の上墳や、古墳時代前期～中期頃の住居跡 1、 古代に属するものと考えられる掘立柱建物1を

検出したが、いずれの時代の集落も確認されていない。
追坊師A遺跡については、弥生時代から古代にかけての溝等を検出しているが詳細は不明。
黒岩遺跡では、弥生時代後期を中心として、弥生時代中期から古墳時代中期にかけての集団墓地であることが分かり、特

に弥生時代の方形台状墓4及びそれに伴う土墳を49、 台状墓周辺の場所で上墳を30検出している。
また、古墳時代の遺構として、土器棺墓1、 箱式石棺1を検出している。
追坊師B遺跡については、古代から近世にかけての溝等を検出したが詳細は不明。
城山遺跡では、土墳を4検出し、そのうちの2つ の上墳からは、埋葬されたものと考えられる人骨が出上した。試掘調査及

び本調査では、周辺に集落は確認されていない。
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